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京都を、どこにも負けない
演劇文化都市にしたいから、
今日も夢を配って歩きます。
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C O N T E N T S

藤井　満里子さん　（'01院社会）
M a r i k o F u j i i

ところは京都劇場。ロングランミュージカル『オペラ座の怪人』の、めくるめ
く舞台に見入る満員の観客。この中には藤井さんとの出会いがもとで足を運んだ
人が少なからずいるはずだ。
藤井さんは、劇団四季京都公演のチケットを主に団体向けに案内・販売する営
業ウーマンである。非日常の世界へ私たちをいざなう、いわば“夢の仕掛け人、
配達人、時には解説者”として、日々走り回っている。「お客様はそれぞれ良い
お顔になって劇場を後にされます。いろいろなことを感じて下さったお顔です。
皆さんの人生に、ほんの2～3時間でも関与できることが喜びです。」
大学で社会学を専攻、“社会学”ゆえに、そのまま進学せずに一旦実社会を経
験してから更に学ぼうと考えていた。計画通り、社会人入試を突破して大学院社
会学研究科に入学。文化・歴史などに関する考察を集約させ、現代という時代に
息づく文化のあり方を自分なりに考えたいという気持ちからだった。
そんな大学院在学中、京都ローカルのFM放送局で経験したレポーターの仕事
が、藤井さんのその後を方向付けた。伝統文化にかかわる生レポートを週1回ず
つ。狂言を取り上げた放送の終了後、リスナーからファクシミリが届いた。“息
子を亡くして失意の日々を送っていたが、あなたのおかげで狂言に大変興味を持
った。狂言を楽しみとして生きていきたい”。「文化は生きる糧になる」と改めて
強く感じ、「人と密に接しながら、文化の力で社会を豊かにする仕事を目指そう」
と思った。そして舞台芸術の巨星、劇団四季の門を叩く。
京都劇場の前身、シアター1200ができた6年前は、毎日前を通りながら「こ
こに『オペラ座の怪人』が来てくれたら」と願う一人のＯＬだった。当時、四季
の一員になるなどとは夢にも思わず、時折今の自分に震えるほど驚くことがある。
「演目の魅力はもちろん、その年にここ京都で行う意味まで考えて咀嚼した情報
を、自分の言葉で皆様にお伝えしています。劇団四季をご存知ない方や演劇に関
心のない方にこそ、私だからこそできるご案内をしたい。お客様との縁を開拓し
つつ、京都にもっと豊かな演劇文化を花開かせていければと思います」。
京美人で一見物静かそうだが、実は好奇心旺盛で活発、話し好き。ホノルルマ
ラソン完走の勇者でもある。京都の若手校友有志でつくる“春風会”活動にも参
加。「立命館はいつまでもエネルギーの源。がんばります。」 （写真・小幡　豊）
＊劇団四季　http://www.shiki.gr.jp/

立命館大学校友会報
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All Rits  
ネットワークをつくろう

立命館学園と校友会等との新しい関係づくりに向けて

立命館の第2世紀を迎えて、はや4年目。

学園が、そしてそれを取り巻く私たち校友等がともに発展・成長を目指すために、

お互いをよりいっそう支えられるように、新しい視点から互いの関係を考えてみませんか。

そしてあなたも、あなたにできる自由なかたちで、それに加わってみませんか。

特集1



校
友
会
改
革
の
軌
跡
と
成
果

さ
て
、
六
四
カ
国
・
地
域
の
国
際
学
生
一

一
〇
六
名
（
昨
年
五
月
一
日
現
在
）
が
学
ぶ

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
に
お
い
て
も
、

今
春
、
初
の
卒
業
生
が
社
会
人
と
し
て
の
新

た
な
旅
立
ち
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
母
校
立
命
館
大
学
に
も
二
一
カ

国
四
六
八
名
（
同
右
）
の
留
学
生
が
学
び
、

学
生
・
院
生
・
教
職
員
の
活
動
も
ま
す
ま
す

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
母
校

立
命
館
大
学
を
中
核
と
す
る
立
命
館
学
園
は
、

こ
の
間
社
会
か
ら
の
大
き
な
期
待
と
多
彩
な

支
援
を
得
て
大
き
く
発
展
し
、
我
が
国
の
教

育
改
革
に
あ
っ
て
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
母
校
立
命
館

の
社
会
的
位
置
は
我
々
校
友
の
予
想
を
は
る

か
に
超
え
て
高
ま
り
、
そ
の
役
割
と
責
任
も

ま
す
ま
す
重
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

校
友
会
と
し
て
も
、
こ
こ
数
年
の
母
校
の

発
展
と
構
成
員
の
諸
活
動
の
国
際
化
を
ふ
ま

え
て
、
そ
れ
に
対
応
し
た
校
友
組
織
の
あ
り

方
を
考
え
、
会
活
動
の
改
善
を
目
指
し
て

様
々
な
改
革
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

①
校
友
会
本
部
機
構
の
改
革

●
各
県
支
部
を
各
県
校
友
会
と
名
称
変
更
し
、
体

制
を
強
化

●
本
部
専
門
委
員
会
組
織
の
全
面
再
編

（
総
務
、
財
務
、
広
報
の
三
委
員
会
を
基
本
と
し
、

情
報
特
別
、
新
世
紀
特
別
両
委
員
会
を
併
設
）

●
常
任
幹
事
会
の
設
置
、
幹
事
を
含
む
実
務
役
職

者
の
世
代
交
代
促
進

●
事
務
局
機
能
強
化

②
各
県
校
友
会
活
動
、
職
域
等
グ
ル
ー
プ
活
動

へ
の
支
援
強
化

③
海
外
支
部
の
設
立
促
進

④
体
育
会
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
組
織
で
あ
る
立
命
館

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ロ
ー
や
各
学
部
同
窓
会
組
織

と
の
連
携

⑤
各
界
で
活
躍
す
る
校
友
の
個
別
組
織
化

⑥
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
化

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営

（
現
在
、
累
計
約
三
〇
万
カ
ウ
ン
ト
。
毎
週
約

三
千
人
が
ア
ク
セ
ス
）

●
校
友
メ
ー
ル
転
送
シ
ス
テ
ム
の
構
築

（
個
人
の
ア
ド
レ
ス
を
非
公
開
の
ま
ま
、
校
友

ア
ド
レ
ス
か
ら
メ
ー
ル
を
相
互
に
無
料
で
転
送

で
き
る
シ
ス
テ
ム
）

等
々
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
改
革
の
力
は
、
二
〇
〇
〇
年

五
月
、
大
分
県
別
府
市
に
一
七
〇
〇
名
を
超

え
る
校
友
が
集
っ
た
「
学
園
創
立
一
〇
〇
周

年
記
念
校
友
大
会
」
や
、
新
し
い
後
輩
た
ち

の
た
め
に
僅
か
半
年
余
の
期
間
で
一
億
円
余

を
集
め
た
「
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
正

門
募
金
」
の
成
功
を
経
て
、
そ
の
後
国
内
外

各
地
で
の
校
友
会
活
動
の
活
性
化
や
執
行
体

制
の
刷
新
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
年
間
一
〇
〇
回
を
大
き
く
上

回
る
諸
会
合
に
、
計
一
万
数
千
人
の
校
友
の

参
加
を
み
る
な
ど
、
他
の
国
内
各
大
学
校
友

組
織
と
の
比
較
に
お
い
て
は
一
定
の
到
達
点

母校立命館に、後輩に、そして校友一人ひとりに
実りをもたらす校友会を目指して
今、また新しい一歩を 立命館大学校友会会長

河原 四郎

こ
の
春
も
、
七
千
名
の
後
輩
た
ち
を
我
が
校
友
会
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
、
そ
し
て
校
友
会
ご
入
会
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
喜
ば
し
い
時
を
機
に
、
す
べ
て
の
校
友
の
皆
様
に
、

こ
こ
数
年
の
校
友
会
の
姿
を
振
り
返
り
つ
つ
、

今
後
に
向
け
て
の
提
言
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

立命館学園と校友会等との新しい関係づくりに向けて
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5

は
じ
め
と
す
る
学
園
内
各
学
校
出
身
者
、
父
母

や
関
連
企
業
な
ど
の
学
園
支
援
者
相
互
の
幅
広

い
連
携
を
効
果
的
に
す
す
め
る
仕
組
み
を
作
り
、

取
り
組
む
。

②
校
友
会
な
ら
び
に
学
園
に
よ
る
個
々
の
校
友

支
援
の
強
化

我
々
校
友
が
母
校
立
命
館
と
そ
の
関
係
者
を
何

時
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
提
供
や
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
・
生
涯
学
習
な
ど
様
々
な
学

習
機
会
の
提
供
に
努
め
る
。

②
校
友
に
よ
る
母
校
お
よ
び
後
輩
へ
の
効
果
的

な
支
援
策
の
検
討

母
校
と
後
輩
た
ち
へ
の
様
々
な
援
助
活
動
を
効

果
的
に
結
び
合
わ
せ
運
営
し
て
い
く
仕
組
み
と
、

そ
れ
を
正
し
く
顕
彰
し
て
い
く
仕
組
み
を
作
り
、

実
践
す
る
。

③
校
友
と
学
園
関
係
者
と
の
連
携
強
化

複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
化
・
複
数
校
化
を
ふ
ま
え
て
、

校
友
と
学
園
関
係
者
の
多
様
な
連
携
を
す
す
め
、

学
生
・
院
生
・
教
職
員
と
の
協
同
を
進
め
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

④
校
友
会
財
政
力
量
等
の
強
化

以
上
を
進
め
る
う
え
で
必
要
な
会
自
体
の

財
政
力
量
お
よ
び
事
務
局
機
能
を
整
備
強
化

す
る
。

こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
、
今
こ
そ
積
極
的

な
論
議
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

私
た
ち
校
友
の
元
気
は
、
母
校
の
限
り
な

い
発
展
、
後
輩
た
ち
の
目
覚
し
い
活
躍
に
よ

っ
て
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
を
継
続
的
な
も
の

と
す
る
た
め
、
最
も
身
近
な
支
援
者
と
し
て

可
能
な
方
法
で
学
園
創
造
に
参
加
し
て
い
く

こ
と
が
、
国
際
社
会
で
光
り
輝
く
私
学
立
命

館
の
校
友
と
し
て
の
誇
り
で
あ
り
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ま
校
友
の
皆
様
そ

れ
ぞ
れ
が
、
母
校
へ
の
熱
い
思
い
を
あ
ら
た

め
て
胸
に
刻
み
、
校
友
と
は
校
友
会
と
は
何

か
を
考
え
、
新
し
い
校
友
会
活
動
の
扉
を
開

い
て
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

を
築
い
て
き
て
い
ま
す
。
従
来
独
自
に
行
わ

れ
て
き
た
各
サ
ー
ク
ル
等
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

も
、
そ
の
多
く
が
順
次
校
友
会
の
登
録
団
体

と
し
て
把
握
さ
れ
、
現
在
の
登
録
団
体
数
は

五
年
前
の
約
二
五
〇
団
体
か
ら
約
四
〇
〇
団

体
に
ま
で
急
増
し
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま

す
登
録
数
や
活
動
の
幅
の
広
が
り
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
東
京
・
大
阪
で
大
き
な

成
功
を
収
め
つ
つ
あ
る
「
新
人
歓
迎
会
」
の

取
り
組
み
（
昨
年
は
東
京
で
二
八
五
名
、
大

阪
で
一
一
一
名
が
参
加
）
や
京
都
の
自
主
的

な
若
手
学
習
交
流
グ
ル
ー
プ
「
春
風
会
」
の

取
り
組
み
、
ま
た
Ｒ
Ｇ
Ｓ
（R

its
G
reaters

S
ociety

）
の
よ
う
な
各
界
で
活
躍
す
る
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
学
習
交
流
会
な
ど
、
多
彩
な
交

流
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
愛
知
県

校
友
会
のR

ITS
U
M
E
IS
U
N
D
A
Y
TA
LK
A
N
D

C
O
N
C
E
R
T

の
よ
う
な
一
般
公
開
企
画
（
二
〇

〇
一
年
一
〇
月
、
愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー

ル
。
約
二
千
名
参
加
）
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
各
地
域
で
の
日
常
的
な
交
流
の
広

が
り
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
有
機
的
で
実
り
あ
る

校
友
会
活
動
の
た
め
に

今
後
は
、
会
員
相
互
の
連
携
に
よ
り
、
い

っ
そ
う
互
い
の
活
動
の
場
を
広
げ
、
そ
し
て

母
校
と
後
輩
た
ち
に
物
心
両
面
に
わ
た
る
継

続
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
た
め
に
は
私
た
ち

の
校
友
会
組
織
が
、
も
う
一
回
り
大
き
な
人

の
輪
、
す
な
わ
ち
「
オ
ー
ル
立
命
館
」
の
視

点
を
も
っ
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

そ
の
具
体
化
の
た
め
に
は
、

①
学
園
支
援
者
相
互
の
連
携
強
化

当
校
友
会
と
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
を
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ネットワークをつくろう

学
生
生
徒
の
父
母�

All Rits ネットワ �
立命館大学　　　　　　立命館アジア太平洋大学�

�
立命館中学校・高等学校　　　　　　　立命館宇治中学校・高等学校　　　  

�

校友会ネットワーク�

立命館大学校友会�

都道府県校友会�

地域グループ�

海 外 支 部 �

サークルOB会�

その他のグループ（世代別勉強会等）�

学部学科同窓会・連絡協議会�

職域グループ�

卒業年次OB会・ゼミOB会�

校友会本部（事務局：立命館大学校友課）�

《校友会本部役員》� 《専門委員会》�

会長・副会長・監事�
�
常任幹事�
�
幹    事�
�

総務委員会�
校友会組織・体制・行事全般にわ
たる企画立案　�
�
財務委員会�
校友会財政の中長期的計画立案、
収入政策立案　　　　　　　�
�
広報委員会�
校友会報の編集・発行を通じた、
校友会活動・校友動向の広報�
�
21世紀構想特別委員会�
�
情報特別委員会�
�

Uターン就職希望�
の学生の相談に�
のって下さい�

エキスパートを�
目指してもう�
一度勉強しよう�

学生のインターン�
シップにご協力�
いただけませんか�

立　命　館　学　園�
�

校　　　　　　　友�

7
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立命館学園、そして学生生徒・教職員と、校友・父

母・支援企業等々、学園に近い存在である人々が、手

を取りあって相互に支え合える“生きたネットワーク”

を構築することが、これからの目標です。

支援する側、される側といった、一方通行の域を出

ない役割分担意識では、これからの時代に私たちが大

きく発展していくことは望めません。必要な時に、必

要な援助やサービスを、お互いがお互いに対して提供

できる、そんなフレキシブルな関係づくりが理想です。

たとえば、私たち校友が母校と後輩に対して様々な

サポートをする一方で、学園は校友に対して社会人教

育の機会を提供する、あるいは学園の知的財産を校友

が効果的に活用できるような仕組みを考える、等々で

す。こうした環境のもとで、母校も、現役学生も、そ

して我々校友も、いっそう元気に活躍できるのです。

もちろん、かねてからこのような交流はありました。

しかしそれを、誰もに分かりやすく、利用しやすいか

たちで、一定の“システム”にまで高めていくことが

今求められるのではないでしょうか。

立命館大学校友会は、そのネットワークの中核のひ

とつとして、大きな役割を果たせるはずです。従来あ

る組織的な校友会活動に加え、私たち校友が必要に応

じて一個人としても自由に動け、いろいろな人々との

関係をつくりあげられる、それが保障される中から新

しいエネルギーが生まれてくることでしょう。

All Rits ネットワークを構築しよう

学
園
支
援
者�

 ーク�

�

  立命館慶祥中学校・高等学校�

立命館アジア太平洋大学校友会�

立 命 館 清 和 会 �
（中学校・高等学校同窓会）�

立命館宇治高等学校同窓会�

香港に転勤だ!�
現地で仲間を�
つくろう�

クラブの活動�
支援をしよう�

立命館慶祥中学校・高等学校同窓会�

立命館学園と校友会等との新しい関係づくりに向けて



京
都
留
学

京
都
に
い
ら
し
た
頃
は
、
ま
だ
パ
ス
ポ
ー
ト
が

必
要
な
時
代
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

そ
う
で
す
よ
。
絵
描
き
に
な
り
た
く
て
ね
。

関
西
に
親
戚
が
い
た
縁
で
来
て
み
た
ら
、
京
都

が
気
に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
。
多
感
な
、
自
分
の
生

ま
れ
た
島
が
嫌
い
な
青
年
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

沖
縄
で
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
で
し

ょ
う
。
親
父
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
移
民
し
た
が
、

妻
子
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
召
集

さ
れ
て
露
と
消
え
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て

も
、
ち
ょ
う
ど
自
分
と
い
う
も
の
を
探
し

出
そ
う
と
す
る
青
春
の
時
期
に
、
こ
の
島

は
植
民
地
で
あ
っ
た
。
あ
の
時
の
気
持
ち

と
い
っ
た
ら
…
。
こ
ん
な
こ
と
あ
る
か
、

何
こ
れ
！
と
い
う
感
情
が
、
僕
の
バ
ネ
に

な
っ
て
い
た
ね
。

な
ぜ
立
命
館
へ
？
ど
ん
な
学
生
で
し
た
か
。

”京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）“
で
京
都
大

学
を
去
っ
た
教
授
陣
が
移
っ
て
い
っ
た
大

学
だ
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
面

白
そ
う
だ
、
よ
し
行
こ
う
、
と
。
哲
学
者

の
船
山
信
一
先
生
に
も
関
心
が
あ
っ
た
。
ア
ー

ト
を
や
り
た
く
て
、
そ
の
根
源
と
し
て
の
心
の

基
盤
と
い
う
か
、
生
き
方
を
探
ろ
う
と
し
て
い

た
の
か
な
。
僕
に
と
っ
て
大
学
は
自
分
軸
を
つ

く
る
た
め
の
場
所
だ
っ
た
。
船
山
先
生
の
哲
学

概
論
に
は
必
ず
出
て
い
た
ね
。
ト
ー
タ
ル
に
物

事
を
見
る
姿
勢
を
叩
き
込
ん
で
も
ら
っ
た
。
ま

だ
若
か
っ
た
梅
原
猛
さ
ん
の
講
義
も
面
白
か
っ

た
。
あ
と
は
大
阪
の
デ
ッ
サ
ン
教
室
へ
行
っ
た

り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
美
術
研
究
部
で
活
動
し

た
り
、
自
由
気
ま
ま
に
し
て
い
た
な
（
笑
）。

下
鴨
の
下
宿
の
大
家
さ
ん
に
も
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
し
、
京
都
に
は
い
い
思
い
出
が
多
い
。

そ
れ
で
救
わ
れ
た
ね
。

物
が
表
す
文
化
の
重
み

絵
画
か
ら
陶
芸
に
転
じ
る
き
っ
か
け
も
京
都
に

あ
っ
た
の
で
す
か
。

僕
は
当
時
、
焼
き
物
の
こ
と
は
な
ん
に
も
知

ら
な
か
っ
た
。
散
歩
が
好
き
で
、
五
条
坂
を
よ

く
歩
い
て
い
た
ん
だ
が
、
あ
る
骨
董
店
の
店
先

で
、
茶
色
っ
ぽ
く
て
肌
の
い
い
、
比
較
的
小
ぶ

り
な
も
の
が
目
に
留
ま
っ
た
。
通
り
か
か
る
都

度
気
に
な
っ
て
、
と
う
と
う
店
主
に
「
こ
れ
は

何
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
た
ら
、「
琉
球
南
蛮

(

荒
焼
の
甕)

で
す
」
と
言
う
。「
琉
球
」
と
聞

い
て
、
絶
句
し
ま
し
た
ね
。
嫌
だ
っ
た
の
だ
か

ら
。
こ
れ
に
惹
か
れ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
帰

省
し
て
み
た
ら
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ
る
ん
だ
、
同
じ

よ
う
な
の
が
。
も
う
使

わ
れ
な
く
な
っ
て
、
床

下
や
台
所
の
隅
に
突
っ

込
ま
れ
て
い
た
ん
で
す

よ
。
明
治
以
降
、
琉
球

の
昔
な
が
ら
の
生
活
様

式
が
追
い
や
ら
れ
、
戦

後
ま
す
ま
す
捨
て
去
ら

れ
た
結
果
の
姿
だ
っ
た
。

僕
の
物
へ
の
こ
だ
わ
り

の
原
点
は
こ
の
経
験
に

あ
る
と
思
う
。
卒
業
し

て
沖
縄
に
帰
る
と
、
暇

さ
え
あ
れ
ば
古
い
焼
き

物
を
探
し
て
歩
き
ま
し

た
よ
。
離
島
に
ま
で
も

8
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■
陶
芸
家
　
読
谷
山
窯
主
宰

■
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
学
長

大
嶺
實
清
さ
ん

1933年沖縄県生まれ。
小学校教師を経験の後、画家を志して京都へ。
61年文学部哲学科卒業、帰郷。
高校教師をしつつ描き続けた絵画で評価を受けるも、陶芸家に転身、
71年首里城北に「石嶺窯」を、80年読谷村山中に「読谷山窯」を築く。
那覇・東京を中心に各地で個展開催。
86年沖縄県立芸術大学開学時より教鞭をとり、97年教授で退官。
2002年同学学長に就任。

自然・土・炎と交わり
自由奔放に“琉球のかたち”を探す

﹇
'61
文
﹈

登り窯（読谷山窯）



出
か
け
て
、
一
軒
一
軒
、
夢
中
に
な
っ
て
。

嫌
い
だ
っ
た
沖
縄
の
、
古
い
文
化
を
体
現
し
た

も
の
だ
と
は
知
ら
ず
に
、
”琉
球
南
蛮
“に
心
を

奪
わ
れ
た
。
そ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
陶
芸
の
道
を

お
選
び
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
敢
え
て
向
き
合

う
、
と
い
う
意
味
で
。

と
い
う
よ
り
も
、
物
そ
の
も
の
に
目
が
覚
め

た
ん
だ
ろ
う
ね
。
物
の
文
化
を
意
識
し
た
、
と

言
う
の
か
な
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
う
ち
に

僕
は
、
琉
球
が
独
立
王
国
で
あ
っ
た
こ
と
の
意

味
の
重
さ
を
思
っ
た
。
国
内
統
治
、
外
交
、
交

易
ね
。
中
国
と
も
、
日
本
、
薩
摩
と
も
、
ア
ジ

ア
の
い
ろ
ん
な
国
々
と
…
。
こ
れ
ら
に
対
処
す

る
た
め
の
知
の
集
大
成
、
そ
れ
が
琉
球
王
国
の

文
化
で
あ
っ
て
、
半
端
な
も
の
じ
ゃ
な
い
。
僕

は
偶
然
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
と
し
て
物
と
し

て
の
焼
き
物
の
中
に
そ
れ
を
見
て
と
っ
た
。
京

都
時
代
に
、
前
衛
芸
術
、
具
体
美
術
の
”物
化
“

の
表
現
を
知
り
、
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
平
面
の
絵
画
は
も
う
い
い
や
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
た
。
焼
き
物
の
窯
を
築
き
、
薪
を
焚
き
、

土
と
格
闘
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
ん
だ
。

そ
し
て
、
焼
き
物
づ
く
り
を
通
し
て
琉
球
の
文

化
を
探
求
、
回
復
し
て
い
こ
う
と
な
さ
っ
た
の

で
す
ね
。
琉
球
の
心
を
形
に
す
る
と
言
う
の
で

し
ょ
う
か
。

形
と
言
っ
て
も
、
単
な
る
シ
ェ
イ
プ
の
意
味

で
は
な
い
よ
。
も
っ
と
も
っ
と
裏
っ
側
に
あ
る

か
た
ち
の
話
で
す
。
琉
球
を
ど
う
考
え
、
ど
う

捉
え
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
分
な
り
に
焼
き

物
で
ど
う
表
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ

が
、
”琉
球
の
か
た
ち
“を
探
る
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
。ま
た
船
山
先
生
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

「
哲
学
概
論
は
哲
学
で
あ
る
」「
概
論
と
い
う
の

は
骨
格
だ
」
と
い
う
話
を
い
つ
も
さ
れ
て
い
た

ね
。
物
に
せ
よ
、
考
え
方
に
せ
よ
、
何
か
を
構

築
す
る
た
め
に
は
脈
絡
・
骨
格
が
な
い
と
だ
め

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
僕
は
理
解
し
て
い

た
。部
分
だ
け
を
い
く
ら
突
っ
込
ん
で
も
だ
め
。

人
間
が
生
き
る
と
い
う
の
は
、
ト
ー
タ
ル
な
行

為
な
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
僕
は
、
”琉
球
の
か

た
ち
“を
骨
格
に
据
え
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
様

相
の
作
品
を
作
り
、
自
分
が
感
動
す
る
も
の
を

自
由
奔
放
に
探
し
て
い
き
た
い
。

先
生
に
と
っ
て
の
物
づ
く
り
と
は
？

自
然
と
の
関
わ
り
で
自
己
を
回
復
し
よ
う
と

す
る
こ
と
、
か
も
し
れ
な
い
。
原
点
へ
の
回
帰
。

僕
は
地
球
の
土
す
べ
て
が
素
材
た
り
得
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
無
垢
な
る
土
で
、
い
か
な
る
造

形
が
で
き
る
か
。ど
ん
な
命
を
吹
き
込
め
る
か
。

自
分
の
作
品
で
自
分
を
う
な
ら
せ
る
こ
と
は
、

ま
だ
で
き
な
い
。
と
に
か
く
作
り
続
け
る
し
か

な
い
ん
だ
ね
。
”い
い
も
の
“は
遥
か
彼
方
に
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。少
し
で
も
満
足
す
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
す
ま
す
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
う
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
生
み
出
し
続
け
る
し
か
な
い
ん

だ
よ
ね
。

生
き
る
力
た
り
得
る
芸
術
を
次
代
に

と
こ
ろ
で
、
退
官
後
五
年
で
学
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
が
、
抱
負
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

実
は
、
一
度
は
断
っ
た
ん
で
す
。
僕
の
中
で

学
長
と
は
、
立
命
館
の
末
川
博
総
長
で
あ
り
、

本
学
初
代
学
長
の
山
本
正
男
さ
ん
で
あ
る
。
二

人
の
イ
メ
ー
ジ
が
偉
大
だ
っ
た
の
で
、
悩
み
に

悩
ん
だ
。
け
れ
ど
も
今
は
独
立
行
政
法
人
化
の

問
題
な
ど
が
あ
り
、
変
わ
ろ
う
、
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、
と
い
う
時
で
、
自
分
に
何
か
で
き
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
す
。

次
世
代
に
伝
え
た
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
ね
。

今
の
芸
術
界
は
、
僕
の
物
に
こ
だ
わ
る
方
向
と

は
逆
の
動
き
を
し
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
、
パ
タ

ー
ン
化
さ
れ
た
概
念
で
塗
り
込
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
病
ん
だ
日
本
の
姿
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
芸
術
は
生
き
て
い
く

人
間
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
な
り
得
な
い

と
思
い
ま
す
よ
。
芸
術
に
お
け
る
純
粋
を
求
め

る
こ
と
と
、
生
き
る
と
い
う
、
人
間
の
地
に
足

つ
い
た
ト
ー
タ
ル
な
行
為
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま

く
と
れ
る
若
者
を
育
て
た
い
。
学
生
た
ち
に
、

僕
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
見
つ
け
て
ほ
し
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
発
想

が
で
き
る
の
も
、
細
分
化
さ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
な
私
学
立
命
館
で

学
ん
だ
お
か
げ
だ
ね
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
よ
。

9

大嶺さんの作品は、大きさ、形、色、質感のどれをとっ

ても様々である。美しい遠浅の海のように艶やかなターコ

イズブルーあり、島の赤土や琉球石灰岩を彷彿させる肌合

いあり、あるいは芭蕉布の絣模様を思わせるモチーフあり。

しかしもちろん、大嶺さんの目は琉球のもっともっと深い

ところを見据えているのだ。平面はキリリと引き締まり緊

張感を醸し出し、曲面は大様で、悠久なる何某か、あるい

は果てしない未来につながる何かを感じさせる。

大嶺さん自身もとても表情豊かで、厳切と柔和の間を行

き来する。一つ一つの言葉を噛みしめるような訥々とした

語り口には、芸術家としての道のりの長さと重さが滲み出

ている。そして、優しさ、あたたかさも。

「余計なものは一切はぶく。やりたいことを最優先する」。

やりたいことを実現するためには悩みも苦しみもする。身

体も精神もぎりぎりまで。「でも、それが楽しいんだよ。楽

しいというのは、こういうことです」。

NTERVIEW
ITSUMEIRI

おおみね　じっせいさん
横 顔



日
本
国
内
で
「
水
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何

故
で
し
ょ
う
か
？

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
頻
発
す
る
干
ば
つ

や
砂
漠
化
、
大
水
害
、
水
質
の
汚
染
な
ど

の
水
問
題
に
対
す
る
国
際
社
会
の
取
り
組
み
が
不

十
分
と
す
る
認
識
が
、
世
界
的
に
広
が
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
頃
か
ら
有
限
な
水
資
源
が
誤
っ
て
管

理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
も
広
が
り
、
国
連
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
水

問
題
の
解
決
に
向
け
て
水
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
専
門
家
、
あ
ら
ゆ
る
水
の
利
害
関
係
者
が
共
に

活
動
す
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
以
前
か
ら
関
心
は
持
た
れ
て
い
ま
し
た

し
、
決
し
て
急
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
、
他
の
環
境
、
例
え
ば
「
大
気
」、「
土

壌
」、「
音
」
な
ど
と
同
様
に
、「
水
」
に
対
す
る

国
民
の
意
識
は
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
世

間
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、
人
々
の

健
康
意
識
や
生
活
環
境
意
識
が
向
上
し
た
こ
と

と
、
水
の
環
境
を
分
析
す
る
機
器
や
技
術
が
発
達

し
、
以
前
は
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
環
境
ホ
ル

モ
ン
な
ど
の
影
響
で
底
生
生
物
の
メ
ス
化
が
進
ん

だ
り
、
魚
の
あ
ご
が
小
さ
く
な
る
な
ど
生
物
の
機

能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
重
金
属
な
ど
の

有
害
物
質
、
発
ガ
ン
性
物
質
が
環
境
水
中
に
蓄
積

し
、
食
物
連
鎖
を
通
し
て
人
体
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
水
に
関
わ
る

報
告
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
水
質
を
守
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
手
立
て
が
と
ら
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

水
質
を
守
る
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
日
本

の
政
策
は
海
外
と
比
較
し
て
遅
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
日
本
は
急
斜
面
を
流
れ
る
川
が
と

て
も
多
い
た
め
、「
洪
水
」
へ
の
対
策
は
以
前
か

ら
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
水
質
問
題
は
置

き
去
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
雨
を
介
し

て
高
速
道
路
か
ら
流
れ
る
汚
濁
物
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
の
で
す
が
、
Ｐ
Ａ
Ｈ
（Poly-cyclic

Arom
atic
H
ydrocarbon

）
と
呼
ば
れ
る
発
ガ
ン

性
の
疑
わ
れ
て
い
る
炭
化
水
素
が
直
接
河
川
へ
流

出
し
、
水
域
の
生
態
系
に
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
を
作
る
際
に
「
騒
音
」「
大
気
汚
染
」
な

ど
の
問
題
は
一
定
考
慮
さ
れ
て
き
た
と
思
う
の
で

す
が
、
水
環
境
の
整
備
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
い
く
つ
か
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
排
水
を
処
理
す
る
施
設
、
湿
地
な
ど

が
設
け
ら
れ
、
池
の
底
に
汚
濁
物
を
沈
殿
さ
せ
た

り
、
流
出
水
を
浸
透
さ
せ
た
り
し
て
、
水
を
浄
化

す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
道
路

の
側
溝
に
微
生
物
の
膜
が
付
着
し
た
サ
イ
コ
ロ
状

の
ス
ポ
ン
ジ
を
用
い
た
装
置
を
設
置
し
、
有
害
な

有
機
物
を
酸
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
試
み
が
実
験
的

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
コ
ス
ト
が
か

か
っ
た
り
、
維
持
管
理
の
問
題
も
あ
っ
て
、
実
用

段
階
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
水
環
境
を
整
備
す

る
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

先
生
の
ご
専
門
の
視
点
か
ら
、
水
質

問
題
の
解
決
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

対
策
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

以
前
よ
り
ノ
ン
ポ
イ
ン
ト
汚
染
源
、
い
わ

ゆ
る
ポ
イ
ン
ト
（
位
置
）
が
明
確
に
絞
れ

な
い
場
所
、
例
え
ば
、
都
市
の
表
面
、
道
路
、
屋

根
、
農
業
系
の
水
田
、
畑
地
で
発
生
し
た
汚
濁
物

の
公
共
用
水
域
（
河
川
や
湖
沼
、
海
域
）
へ
の
水

10
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日本における水問題の解決策水
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の
流
出
過
程
と
排
水
対
策
を
研
究
し
て
き
ま
し

た
。
ノ
ン
ポ
イ
ン
ト
汚
染
源
に
関
わ
る
排
水
対
策

と
し
て
は
、
た
め
池
を
つ
く
り
水
を
溜
め
、
有
害

物
の
付
着
し
た
粒
子
を
沈
降
さ
せ
、
葦
な
ど
の
水

生
生
物
や
土
壌
を
利
用
し
て
有
機
物
を
取
り
こ
み

浄
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
方
法
や
、
微
生
物
に
有
機

物
を
食
べ
さ
せ
て
、
そ
の
後
、
放
流
す
る
と
い
う

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
水
質
問
題
の
解
決
に
は

行
政
と
の
連
携
も
大
変
重
要
で
す
。
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
、
行
政
機
関
も
含
め
て
、
だ
れ
も

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
汚
濁
物
に
関
わ
る
情
報
を

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
、
解
決
に
む
け
た
方
策
を

議
論
で
き
る
場
、「
汚
濁
物
流
出
管
理
支
援
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
で
す
。
近
々
に
実
現
し
、
行
政
の
政

策
決
定
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
活
者
が
意
識
す
べ
き
点
と
は
？

汚
濁
物
を
出
さ
な
い
意
識
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
の
流
出
過
程
を
理
解
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル

運
動
と
し
て
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
な
ど
が
さ
か
ん

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
宅
に
下
水
道
の
整

備
が
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク

を
洗
っ
た
水
を
そ
の
ま
ま
流
せ
ば
、
大
量
の
有
機

物
が
流
れ
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
一
概
に

良
い
と
ば
か
り
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
回
、
琵
琶

湖
・
淀
川
流
域
で
開
催
さ
れ
る
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
水
に
関
わ
る
情
報

が
多
く
出
さ
れ
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
す
る
コ
メ

ン
ト
を
お
願
い

し
ま
す
。

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
産
官
学
民

が
一
体
と
な
っ
て
こ
う
し
た

世
界
の
水
問
題
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
う
機
会
は
、
大
変
貴

重
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
問
題
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
行
政
主
導
型
の
取
り
組
み

で
は
な
く
、
行
政
と
住
民
が

役
割
を
分
担
し
た
住
民
参
加

型
で
の
合
意
形
成
が
正
し
い

あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。
滋

賀
県
の
場
合
、
そ
の
点
で
は

先
進
的
で
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
琵
琶
湖
の
「
富
栄
養
化
防

止
条
例
」
な
ど
は
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
声
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
を
機

に
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
市
民
か
ら
多
く
の
運
動

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

21世紀の国際社会における水問題の解決に向けた議論を深め、
その重要性を広くアピールすることを目的として、世界水会議（WWC）により提案された会議
「世界水フォーラム」が、今年3月、京都、滋賀、大阪を舞台に開催されます。
そこで今回は、世界の主要な水問題の一つに掲げられており、フォーラムの主要テーマとなるであろう
「水質汚濁」の問題について、汚濁物の発生・堆積・流出のメカニズムを研究されている
理工学部の市木敦之助教授からお話を伺いました。

profile

キ ワー ドー 見る現代から見る現代

「水」水質管理の視点から見た、日本における水問題の解決策

いちき　あつし

1989年立命館大学理工学部卒業。大学院理工学研究科に進み、2000年4月から助教授。
汚濁物の流出解析をテーマに研究。専門は土木環境システム。
■主な著書・研究論文
"Integrated Stormwater Management", LEWISPUBLISHERS（共著・1993）
"Prediction of Runoff Pollutant Load Considering Characteristics of River Basin", Water Science & Technology（共著・1995）
「集水域における下水道整備進捗に伴う琵琶湖流入汚濁負荷量の変化」（共著・『水環境学会誌』Vol.19  1996）
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わ
か
ば
会
」
の
友
と

「
わ
か
ば
会
」
の
友
と
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「
未
来
を
信
じ
、
未
来
に
生
き
る
」「
諸

君
は
二
一
世
紀
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
」

等
、
末
川
先
生
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

き
な
が
ら
、
わ
だ
つ
み
像
が
建
立
さ
れ
た
一

九
五
三
年
に
入
学
し
た
私
に
と
っ
て
、
末
川

先
生
の
肉
声
に
よ
る
講
義
は
忘
れ
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
進
歩
性
の
あ
る

論
調
は
、
私
の
生
活
上
の
指
針
に
な
っ
た
よ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
、
わ
だ
つ
み
像
の
前
で
の
写
真
は
、

一
九
五
七
年
三
月
、
卒
業
式
を
間
近
に
控
え

た
日
に
撮
っ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
二
部
の
学
生
で
、
昼
間
は
公
務

員
や
会
社
員
等
の
職
業
人
と
し
て
勤
め
、
仕

事
が
終
わ
る
と
学
生
に
変
わ
り
、
四
年
間
通

学
し
ま
し
た
。
講
義
の
と
き
、
い
つ
も
前
の

ほ
う
の
席
を
と
っ
て
座
る
う
ち
に
顔
な
じ
み

と
な
り
、
高
校
も
定
時
制
に
通
っ
て
い
た
な

ど
似
た
よ
う
な
境
遇
で
あ
っ
た
私
た
ち
は
、

か
け
が
え
の
な
い
友
情
を
育
ん
で
い
き
ま
し

た
。「
わ
か
ば
会
」
と
称
し
、
卒
業
後
も
今

日
ま
で
延
々
と
毎
年
一
回
、
顔
を
合
わ
せ
て

交
流
し
て
い
ま
す
。

当
時
互
い
に
貧
し
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で

す
が
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
お
言
葉
を
思
い
返

し
つ
つ
、
一
方
で
は
食
堂
の
う
ど
ん
の
話
な

ど
、
生
活
に
密
着
し
た
さ
さ
や
か
な
こ
と
も

語
り
草
に
し
て
い
る
私
た
ち
で
す
。

1955年～1965年頃（昭和30年代）その2
戦
後
の
雰
囲
気
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
五
〇
年
代
後
半
、

そ
し
て
高
度
成
長
に
沸
い
た
六
〇
年
代
前
半
。

五
五
年
以
降
の
一
〇
年
間
は
、
社
会
の
変
貌
が
著
し
か
っ
た
。

そ
ん
な
時
を
過
ご
し
た
学
生
た
ち
は
、

多
少
の
苦
労
は
物
と
も
せ
ぬ
活
力
に
溢
れ
て
い
た
。

立　命　館　あ　の　頃
学生生活を追って

私
は
在
学
中
、体
育
会
航
空
部
員
で
し
た
。

関
西
学
生
航
空
連
盟
に
本
学
も
所
属
し
、

春
・
秋
の
年
二
回
、
四
国
高
松
飛
行
場
で
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
合
宿
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

し
た
。参
加
し
た
の
は
当
時
の
関
西
六
大
学
、

す
な
わ
ち
本
学
、
同
志
社
、
京
大
、
神
戸
大
、

関
学
、
関
大
（
懐
か
し
い
で
す
）
の
航
空
部

員
の
面
々
で
す
。

ま
た
こ
の
連
盟
を
後
援
し
て
く
れ
た
の
が

朝
日
新
聞
社
で
あ
り
、
各
大
学
の
体
育
祭
の

日
に
自
社
の
取
材
用
セ
ス
ナ
機
に
各
校
航
空

部
キ
ャ
プ
テ
ン
を
同
乗
さ
せ
て
く
れ
、
空
か

ら
訪
問
飛
行
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

一
九
五
五
年
秋
の
本
学
体
育
祭
は
衣
笠
グ

ラ
ン
ド
で
あ
り
、
私
が
こ
の
セ
ス
ナ
一
九
五

型
機
に
同
乗
飛
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
空
中
か
ら
当
時
の
末
川
総
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
祝
賀
ビ
ラ
を
投
下
し
よ
う
と
決
定
、

早
速
総
長
室
を
訪
問
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
原

稿
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
一
週
間
後
に
原

稿
を
頂
け
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
当
日
一
一
月
三
日
、
大
阪
八
尾

飛
行
場
を
離
陸
、
御
堂
筋
上
空
を
北
上
、
一

路
淀
川
に
沿
っ
て
飛
行
。
左
に
機
首
を
向
け

れ
ば
衣
笠
山
が
見
え
、
理
工
学
部
校
舎
と
グ

広小路存心館（山田尚司さん提供）

「わかば会」の仲間と
（山田尚司さん―後列右から2人目―提供）

山
田
尚
司
（
'57
経
済
）

体
育
祭
訪
問
飛
行
の
思
い
出

三
嶋
　
忠
（
'58
理
工
）



私
が
在
学
し
た
の
は
、
所
得
倍
増
・
高
度

成
長
政
策
発
表
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開

始
、
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
と
い
っ
た
出

来
事
が
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。

文
系
学
部
は
河
原
町
通
と
御
所
の
中
間
に

あ
り
、
多
く
が
学
生
服
で
角
帽
を
か
ぶ
っ
て

い
た
。
角
に
は
整
風
堂
書
店
が
、
校
門
前
に

は
角
帽
の
店
が
あ
っ
た
。
下
駄
履
き
が
主
流

で
、
先
生
に
、「
や
か
ま
し
い
下
駄
な
ん
か

履
い
て
」
と
清

心
館
の
階
段
で

叱
ら
れ
た
も
の

だ
。
四
回
生
に

な
る
と
経
済
的

に
恵
ま
れ
は
じ

め
、
時
に
は
背

広
も
着
た
。
時

計
台
の
あ
る
存

心
館
前
で
は
、
学
生
服
姿
と
背
広
姿
の
学
生

が
混
じ
っ
て
談
笑
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
を
目
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

私
は
福
知
山
か
ら
汽
車
通
学
を
し
て
い

た
。
五
時
起
床
、
山
陰
線
石
原
発
六
時
八
分

に
飛
び
乗
り
、
八
時
三
〇
分
二
条
駅
着
、
河

原
町
の
校
舎
へ
と
急
ぐ
の
で
あ
っ
た
。
三
、

四
回
生
に
な
る
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
走
り
始

め
、
煤
煙
の
な
い
車
中
を
書
斎
代
わ
り
に
使

え
た
。
和
歌
山
、
姫
路
、
神
戸
の
山
田
と
、

随
分
遠
方
か
ら
通
っ
て
い
た
友
達
も
い
た
。

末
川
博
総
長
を
は
じ
め
、
当
時
の
先
生
方

は
錚
錚
た
る
も
の
で
、憲
法
は
川
口
是
先
生
、

倫
理
学
は
梅
原
猛
先
生
、
ド
イ
ツ
語
は
今
の

大
阪
外
大
開
校
以
来
の
秀
才
と
言
わ
れ
た
牧

祥
三
先
生
、
演
劇
論
は
山
本
修
二
先
生
、
地

理
学
は
谷
岡
武
雄
先
生
、
地
学
は
江
原
真
吾

先
生
、
英
文
学
史
は
石
田
幸
太
郎
先
生
、
英

詩
概
論
は
所
勇
先
生
、
特
殊
講
義
は
永
原
誠

先
生
な
ど
で
あ
っ
た
。

大
切
な
こ
と
は
忘
れ
た
が
、
牧
先
生
の

「
勉
強
し
す
ぎ
て
、
座
る
た
め
に
使
っ
て
い

た
畳
が
腐
っ
た
」
話
や
、
憲
法
の
川
口
先
生

が
「
レ
ポ
ー
ト
の
要
領
は
、
女
の
子
の
ス
カ

ー
ト
の
長
さ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
短
す
ぎ
て

も
ダ
メ
、
長
す
ぎ
て
も
ダ
メ
。
魅
力
の
あ
る

長
さ
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
み
ん
な
真
面

目
に
、
静
か
に
聞
い
て
い
た
。
そ
ん
な
良
き

時
代
で
あ
っ
た
。
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ラ
ウ
ン
ド
で
展
開
し
て
い

る
体
育
祭
の
様
子
が
翼
下

に
見
え
て
き
ま
し
た
。
高

度
二
〇
〇
ｍ
の
低
空
で
旋

回
、
下
で
手
を
振
る
皆
の

真
ん
中
に
通
信
筒
と
ビ
ラ

を
投
下
、
三
周
グ
ラ
ン
ド

上
空
を
旋
回
、
翼
を
バ
ン

ク
（
上
下
に
振
る
）
さ
せ

な
が
ら
空
路
八
尾
空
港
に

着
陸
し
ま
し
た
。

故
末
川
総
長
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
な
が
ら
当
日

の
貴
重
な
写
真
を
見
て
お

り
ま
す
。

1955年11月3日体育祭をとらえた航空写真
（三嶋忠さん提供）

「
わ
か
ば
会
」
の
友
と

俺
達
の
大
学
生
活

松
山
義
信
（
'61
文
）

1962年11月関西六大学野球秋季リーグ優勝放送局（RBC）の学生たち

末川総長の手による色紙
（平山賢二さん提供）



☆
憎
い
演
出
？

「
田
村
先
生
と
奥
さ
ん
と
こ
こ
に

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
今
日
来
れ
な

か
っ
た
み
ん
な
の
健
康
を
祝
し
て
か

ん
ぱ
ー
い
！
」
と
い
う
音
頭
で
こ
の

会
は
始
ま
っ
た
。
奥
さ
ん
や
娘
さ
ん

を
連
れ
て
来
て
い
る
人
も
い
る
。

幹
事
が
こ
っ
そ
り
Ｃ
Ｄ
を
流
す
。

曲
は
ス
パ
イ
ダ
ー
ス
の
「
夕
日
が
泣

い
て
い
る
」。
一
同
、
三
五
年
前
の
京

都
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
時
代
は
学

園
闘
争
真
っ
た
だ
中
。

一
人
が
「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
」

と
取
り
出
し
た
の
は
、
ゼ
ミ
結
成
当

時
の
小
冊
子
だ
。
ア
ン
モ
ニ
ア
焼
き

で
今
に
も
色
あ
せ
し
そ
う
。「
平
野
ー
、

よ
く
こ
ん
な
も
の
あ
っ
た
な
あ
」「
お

い
！
光
に
当
て
る
な
！
」
”
ゼ
ミ
に

望
む
こ
と
“
の
欄
。「
死
に
も
の
狂
い

で
法
律
を
勉
強
し
た
い
」
？
「
誰
や

こ
ん
な
キ
ザ
な
こ
と
書
い
た
の
は
？
」

「
中
西
！
お
前
ど
の
欄
も
ナ
シ
、
ナ

シ
や
ん
か
」（
爆
笑
）。

☆
や
か
ま
し
い
っ
た
ら
あ
り
ゃ
し
な
い

誰
か
が
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
持
ち
込

ん
だ
。「
寺
前
、
お
前
全
然
変
わ
ら
ん

な
あ
」「
俺
、
あ
れ
か
ら
御
所
へ
行
っ

と
ら
ん
の
や
」「
美
鈴
ち
ゃ
ん
は
今
日

来
ん
の
か
？
き
れ
い
や
っ
た
な
あ
」

東
京
か
ら
来
た
彼
も
完
全
に
関
西
弁

に
な
っ
て
い
る
。
す
る
と
別
な
隅
で

喚
声
が
上
が
っ
た
。
現
わ
れ
た
時
に

は
仕
事
の
色
を
青
白
く
顔
に
刻
み
込

ん
で
い
た
彼
で
は
な
い
か
。

☆
時
期
が
熟
し
た
ん
だ

我
ら
が
憧
れ
末
川
博
元
総
長
の
人

生
三
分
論
。
そ
の
第
三
段
階
に
皆
が

差
し
掛
か
っ
た
。
二
五
歳
ま
で
は
学

び
の
期
間
、
五
〇
歳
ま
で
は
そ
れ
を

社
会
に
返
す
期

間
、
五
〇
歳
過

ぎ
た
ら
自
分
の

た
め
に
生
き
る

と
い
う
あ
れ

だ
。
五
五
歳
、

自
分
を
見
つ
め

る
時
期
に
な
っ

て
や
っ
と
集
ま

っ
た
僕
達
だ
。

☆
田
村
悦
一
先
生
を
囲
ん
で

田
村
行
政
法
ゼ
ミ
は
一
九
六
四
年

卒
の
第
一
期
生
に
始
ま
り
二
〇
〇
〇

年
卒
の
第
二
五
期
生
に
至
る
超
ロ
ン

グ
ラ
ン
ゼ
ミ
で
あ
る
。
僕
ら
は
第
七

期
生
。
登
山
、
秘
湯
め
ぐ
り
と
今
も

気
が
若
い
先
生
を
囲
ん
で
、
二
次
会
、

三
次
会
、
果
て
は
四
次
会
と
続
く
。

こ
の
体
力
は
ど
こ
か
ら
来
る
ん
だ
！

団
塊
の
世
代
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
と

に
か
か
わ
ら
ず
人
生
を
模
索
し
続
け

た
僕
達
。
そ
の
間
誰
も
反
応
し
て
く

れ
な
か
っ
た
こ
の
会
を
細
々
支
え
続

け
た
名
幹
事
が
い
る
。「
お
ー
い
！
寺

尾
君
は
い
な
い
の
か
？
西
谷
は
？
」

「
酒
一
杯
余
分
に
注
い
で
や
る
の
に
」

「
あ
い
つ
に
は
頭
が
下
が
る
よ
」。

☆
会
場
が
こ
れ
ま
た
い
い

昨
秋
ま
で
、
会
場
伊
勢
志
摩
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
支
配
人
を
し
て
い
た

清
田
健
一
君
が
も
う
一
人
の
主
役
で

あ
る
。「
彼
が
い
な
か
っ
た
ら
こ
の
会

を
や
ろ
う
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
よ
」

と
は
今
回
の
幹
事
長
中
西
君
の
弁
。

全
国
に
散
ら
ば
る
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
、「
立
命
の
人
な
ら

面
倒
み
る
よ
」
と
清
田
君
。
今
度
は

長
浜
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
や
ろ
う
よ

と
、
早
速
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
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1月18日から19日にかけて、伊勢志摩ロイヤルホテルにおい

て、泊まりこみで和気藹々と行われたこの会。

参加メンバーの松井眞善さん（'70法・皆さん同じなので以下

略）による場の再現があんまりすばらしいので、これはもう、

敢えて編集子がお邪魔な文を書くのは止めにいたしましょう。

の 巻

おじ
ゃまします!おじ
ゃまします!法学部田村悦一ゼミ

1970年卒同窓会



一
九
九
四
年
に
誕
生
し
た
政
策
科

学
部
。
九
八
年
卒
の
一
期
生
を
頭
に
、

五
期
生
ま
で
、
卒
業
生
は
既
に
一
八

〇
〇
人
弱
に
の
ぼ
り
ま
す
。
普
段
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
を
介
し
て
強
い
絆
を
保
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
来
年
の
学
部
創
立
一
〇

周
年
を
前
に
し
て
”顔
を
合
わ
せ
て

景
気
づ
け
よ
う
！
“と
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
新
井
弘
徳
会
長
（
'98
）
を

は
じ
め
と
す
る
洋
洋
会
幹
事
や
、
有

志
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
が
立
ち
上
が
り
、
昨
年
六
月
か
ら

様
々
な
準
備
を
重
ね
て
こ
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
、
み
な
二
〇
代
！
そ

し
て
女
性
も
多
い
！
あ
ち
こ
ち
か
ら

「
あ
ー
っ
、
ひ
さ
し
ぶ
り
ー
」
と
、
ま

る
で
何
十
年
振
り
か
の
よ
う
な
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
社
会
に
出
て
数
年
間
、

揉
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
中
で
懸
命
に

過
ご
し
、
長
い
時
間
が
経
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

先
生
方
も
近
況
を
語
る
教
え
子
た
ち

の
姿
に
目
を
細
め
ま
す
。「
他
学
部
の

同
窓
会
を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い

た
の
で
、
今
日
は
と
て
も
嬉
し
く
、

心
強
い
で
す
」
と
喜
ぶ
水
口
憲
人
・

現
学
部
長
。
そ
し
て
山
口
定
・
初
代

学
部
長
か
ら
は
「
今
の
時
代
、
政
策

マ
イ
ン
ド
で
は
物
足
り
な
い
。
政
策

魂
に
発
展
さ
せ
よ
う
」
と
力
強
い
励

ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

歓
談
の
さ
な
か
、
卒
業

生
か
ら
集
め
た
在
学
中
の

映
像
や
写
真
を
ま
と
め
て

作
っ
た
ビ
デ
オ
が
映
さ
れ

る
と
、
画
面
の
中
に
自
分

や
友
人
の
姿
を
見
つ
け
て

皆
が
沸
き
ま
す
。
同
じ
く
卒
業
生
提

供
の
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
で
は
、

高
級
（
？
）
品
が
掲

げ
ら
れ
た
時
に
は
サ

ッ
と
注
目
す
る
現
代

っ
子
ぶ
り
を
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。

「
と
て
も
興
味
を

も
っ
て
来
ま
し
た
」

と
語
る
一
期
生
の
女

性
。
広
島
・
岐
阜
か

ら
来
た
と
い
う
友
達

と
一
緒
で
し
た
。
若

者
に
と
っ
て
も
、
や

っ
ぱ
り
最
高
の
ご
馳

走
は
友
の
顔
で
あ
る

の
で
す
。
そ
し
て

「
グ
レ
ー
タ
ー
立
命
」
が
流
れ
る
と
、

み
ん
な
自
然
に
体
を
揺
ら
す
の
も
同

じ
で
す
。
若
い
集
ま
り
の
中
で
、
世

代
を
問
わ
な
い
立
命
魂
を
た
く
さ
ん

見
つ
け
た
、
お
邪
魔
で
し
た
。

◆
新
井
弘
徳
会
長
の
話

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
参
加
予
定
者

か
ら
の
呼
び
か
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流

し
た
り
、
広
く
各
企
画
準
備
に
関
わ

っ
て
も
ら
え
る
仕
組
み
を
作
っ
た
り

し
た
の
で
、
皆
の
参
加
の
機
運
が
高

ま
り
、
成
功
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
日
は
皆
さ
ん
の
愛
校
心
の
強
さ
を

改
め
て
感
じ
、
同
窓
会
と
い
う
場
を

設
け
る
こ
と
は
重
要
だ
と
再
認
識
し

ま
し
た
。
現
役
学
生
に
手
伝
っ
て
も

ら
え
た
こ
と
も
今
後
に
向
け
て
の
収

穫
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
縁

を
大
切
に
し
て
、
同
窓
生
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
会

を
、
二
回
、
三
回
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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政策科学部洋洋会が、1月25日、待望の第一回同窓

会を開催しました。ホテルグランヴィア京都 源氏

の間に、なんと卒業生の7人に1人、約300名が大

集合。一番若い学部の、若者いっぱいの同窓会って

どんなふう？ ということで、お邪魔してみました。

おじ
ゃまします!おじ
ゃまします!

の 巻

「同窓生出品大抽選会」檀上の入江
真也さん（左）と新井会長（右）

▲

政策科学部
同窓会

「政策科学部IT化の歴史展」。
各期の学生必携パソコンが懐かしさを誘う。

▲

政策科学部同窓会洋洋会　http://www.ps.ritsumei.ac.jp/alumni/
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新、進、伸、芯、深、信・・・真、心。

一瞬の中にたくさんの「SHIN」があります。

時間が流れて色褪せる作品ではなく、時を重ねる

ごとに想いがこもっていきます。

私の初作品。私の写真の原点。白黒の世界への憧れ。

ありふれた毎日が、特別になるように。

京都駅中央改札口前通路。何気なく見上げた毎日の

通過点。いつもと違って見えたその日から、そこは

私の「特別」になりました。

どんな物事にでも、見方を変えればいろんな意味が

あるのだということを知ります。そんな身近なもの

から得られる発見の喜びが、私にシャッターを切ら

せるのです。

二度と逢えない一瞬を永遠にするために。

こ の 一 点
Vol.4

立命館大学写真部　平岡紫綾（経営新卒生）

平 岡 紫 綾

S
H
I
N

S
H
I
N

S

H

I

N

S

H

I

N
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折
り
鶴

八
木
　
光
恵
（
'02
法
）

修
学
館
か
た
わ
ら
の
南
門
を
出
る
と
、
等
持
院
の

庭
に
沿
っ
て
下
る
道
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
高
木
が
数
本

あ
る
。
秋
が
深
ま
る
と
、
丸
い
実
が
鈴
を
か
け
た
よ

う
に
垂
れ
下
が
り
、
子
供
の
手
の
ひ
ら
大
の
葉
が
紅

葉
す
る
。
そ
れ
が
朝
な
夕
な
陽
を
受
け
て
い
る
様
は

夢
の
よ
う
な
世
界
を
見
せ
て
く
れ
る
。
私
の
ア
パ
ー

ト
は
こ
の
道
を
た
ど
っ
て
数
分
の
所
に
あ
っ
た
。

五
〇
代
半
ば
で
法
学
部
に
入
学
し
た
も
の
の
、
家

族
を
神
奈
川
県
に
お
い
て
の
出
遅
れ
た
大
学
生
活
は
、

勉
学
の
志
の
高
さ
と
反
比
例
に
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
と

ら
わ
れ
た
寂
し
い
単
身
生
活
だ
っ
た
。

通
学
途
中
に
い
つ
も
出
会
う
老
人
が
い
た
。
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
に
散
歩
と
折
り
紙
を
日
課
に
し
て
い
た
。

薬
の
包
み
紙
や
広
告
の
紙
を
正
方
形
に
切
り
、
一
羽

に
三
〇
分
も
か
け
て
指
の
先
程
の
鶴
に
折
る
。
鶴
は

今
に
も
飛
び
立
つ
よ
う
な
毅
然
と
し
た
意
志
を
秘
め

て
い
た
。
老
人
は
負
け
ず
嫌
い
を
バ
ネ
に
鶴
を
折
る

よ
う
に
な
っ
て
麻
痺
が
改
善
し
、「
医
者
も
び
っ
く
り

し
て
る
の
や
」
と
歯
の
な
い
笑
顔
を
見
せ
た
。

そ
の
老
人
に
紅
葉
し
た
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
葉
を
二
枚

「
き
れ
い
の
お
裾
分
け
で
す
」
と
言
っ
て
上
げ
た
。
と

こ
ろ
が
私
の
卒
業
が
近
付
い
た
頃
、
老
人
は
そ
の
葉

の
先
に
一
羽
ず
つ
鶴
を
糸
で
下
げ
た
「
作
品
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
し
か
も
鶴
は
金
や
銀
の
光

沢
を
放
ち
卒
業
の
祝
意
を
表
し
て
い
る
。

「
作
品
」
を
帰
郷
し
た
自
室
に
飾
っ
た
。
鶴
の
か

す
か
な
動
き
に
ふ
と
目
が
止
ま
る
と
、
老
人
の
生
へ

の
意
志
こ
そ
が
代
え
難
い
学
問
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
、

京
都
で
の
憂
い
を
伴
っ
た
生
活
に
彩
り
を
添
え
て
く

れ
た
こ
と
を
深
く
感
謝
す
る
の
で
あ
る
。

日
記
か
ら
エ
ッ
セ
イ
へ
　松

山
　
　
仁
（
'89
法
）

こ
れ
ま
で
一
度
も
日
記
と
い
う
も
の
を
続
け
て
書

く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
年
こ
そ
は
と
意
気
込

ん
で
、
立
派
な
日
記
帳
を
買
い
、
元
日
だ
け
は
気
張

っ
て
書
く
の
だ
が
、
そ
の
後
が
続
か
な
い
。
”三
日
坊

主
“よ
り
も
ひ
ど
い
状
況
だ
っ
た
。

そ
れ
が
、
約
一
年
前
か
ら
、
小
さ
な
手
帳
サ
イ
ズ

の
ノ
ー
ト
に
書
き
綴
っ
て
い
る
も
の
は
、「
日
記
」
と

言
っ
て
も
毎
日
書
く
訳
で
は
な
く
、
思
い
つ
い
た
時

に
好
き
勝
手
な
こ
と
を
書
く
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
始

め
た
の
だ
が
、
妙
に
気
負
わ
ず
に
続
け
る
こ
と
が
で

き
、
と
う
と
う
一
冊
の
ノ
ー
ト
を
書
き
つ
ぶ
し
て
し

ま
っ
た
。

持
続
で
き
た
最
大
の
理
由
は
、
愚
痴
や
人
の
悪
口

な
ど
は
あ
ま
り
書
か
ず
、
な
る
べ
く
楽
し
い
出
来
事

や
そ
の
時
々
の
興
味
関
心
事
を
書
く
よ
う
に
し
た
こ

と
だ
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
だ
け
書
い
た
ノ
ー

ト
は
、
後
で
読
み
返
し
て
み
て
も
楽
し
い
。

二
冊
目
に
な
る
手
帳
か
ら
は
、
少
し
趣
を
変
え
、

簡
単
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
エ
ッ
セ
イ
風
の
小
文
を

書
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
や
が
て
こ
の
手
帳
を
書
き

つ
ぶ
し
た
時
、
一
編
の
エ
ッ
セ
イ
集
と
し
て
多
く
の

人
に
読
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
、
少
し

ず
つ
だ
が
一
日
一
作
、
書
き
た
め
て
い
く
よ
う
に
し

た
い
。

「
コ
ト
が
な
け
れ
ば
ム
ダ
」
で
は

被
害
は
防
げ
な
い

久
保
　
之
俊
（
'66
経
済
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
日
を
迎
え
る
た
び
に
、
私

は
一
人
の
卒
業
生
と
そ
の
家
族
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

私
は
バ
ブ
ル
全
盛
期
の
「
超
売
り
手
市
場
」
時
代

に
、
本
学
就
職
部
で
進
路
指
導
を
担
当
し
て
い
た
。

そ
の
時
、
出
会
っ
た
の
が
米
萩
元
俊
君
（
'85
経
済
）

で
あ
る
。
彼
は
四
回
生
早
々
に
大
手
専
門
商
社
に
内

定
し
た
が
、「
就
社
で
な
く
就
職
を
」
と
適
職
追
求
、

キ
ャ
リ
ア
志
向
を
貫
徹
し
、
数
あ
る
選
択
肢
か
ら
中

堅
企
業
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
神
戸
勤
務
と
な
り
悔
や

み
き
れ
な
い
運
命
と
遭
遇
し
、
夫
人
、
長
女
と
も
ど

も
不
帰
の
客
と
な
っ
た
。
幸
い
に
も
瓦
礫
と
猛
火
の

中
か
ら
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
た
長
男
（
当
時
生
後
七

ヶ
月
）
は
、
高
岡
市
の
祖
父
母
の
も
と
で
献
身
的
な

愛
情
に
は
ぐ
く
ま
れ
八
年
目
の
春
を
迎
え
た
。

大
地
を
震
撼
さ
せ
た
恐
怖
の
朝
か
ら
、
私
た
ち
は

何
を
学
ぶ
の
か
。「
命
の
大
切
さ
を
語
る
の
は
一
月
一

七
日
だ
け
」
で
は
い
け
な
い
。
消
せ
な
い
も
の
、
風

化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
体
験
・
教
訓
の
継
承
こ
そ
が

肝
要
で
あ
る
。
防
災
専
門
家
を
育
成
、
被
災
者
を
支

援
し
災
害
対
策
を
専
門
に
研
修
で
き
る
「
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
が
神
戸
に
完
成
し
た
。
こ
う
し
た

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
今
こ
そ
生
か
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
ま
た
若
者
が
集
う
学
園
で
は
、
命
を
守
る

「
攻
め
の
防
火
・
防
災
」
に
日
常
的
に
取
り
組
む
こ
と

こ
そ
、
今
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
米
萩

君
を
は
じ
め
多
く
の
御
霊
に
報
い
る
こ
と
で
は
あ
る

ま
い
か
。「
コ
ト
が
な
け
れ
ば
ム
ダ
」
は
通
用
し
な
い
。

「
災
害
は
必
ず
発
生
す
る
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
で

あ
る
。

自
転
車
通
勤
の
贅
沢

賀
茂
む
す
め
（
'99
産
社
）

「
今
年
の
冬
は
例
年
よ
り
寒
い
」
天
気
予
報
で
よ

く
聞
く
こ
の
言
葉
を
初
め
て
実
感
し
て
い
る
。
昨
年

は
朝
雪
の
た
め
に
自
転
車
通
勤
を
あ
き
ら
め
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
何
度
あ
き
ら
め

た
こ
と
か
。

自
転
車
通
勤
を
始
め
て
二
年
。
日
々
の
天
気
や
季

節
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
、
よ
く
空
を
見
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
天
気
は
毎
日
変
わ
る
し
、
空
気
の
匂

い
も
季
節
に
よ
っ
て
違
う
。
春
の
桜
の
頃
、
夏
の
日

差
し
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
凛
と
し
た
空
気
。
四
季
の

移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
の
通
勤
は
、
当
た

り
前
の
こ
と
な
の
だ
け
れ
ど
、
何
と
な
く
贅
沢
を
し

て
い
る
気
分
に
な
る
の
で
あ
る
。
季
節
は
こ
れ
か
ら

春
に
向
か
う
。
今
年
は
い
つ
頃
春
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

＊原稿をお寄せ下さい。詳しくは裏表紙をご覧下さい。
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アメリカンフットボール日本選手権“ライスボウル”優勝

堅いディフェンス終盤猛攻

対戦相手は、ディフェンスに強力

な立命OB3名を擁する社会人王者の

シーガルズ。

パンサーズは先取点を奪ったもの

の、その後は取られ、取り返す緊迫

した展開に。前半終了時には3点を

追う立場だった。第3クォーターで

同点に持ち込み、いよいよ第4クォ

ーターに。華麗なパス＆ランプレー

でタッチダウンを奪うと、その直後

にはディフェンス陣が相手のパスを

インターセプト、そのまま走ってま

たもやタッチダウン。パンサーズは

堅い守りとリズミカルな攻撃で流れ

に乗り、第4クォーターだけで23点

を奪ってシーガルズを圧倒、勝利を

もぎとった。

なお、最優秀選手に贈られるポー

ル・ラッシュ杯は、LB八木康太君

（経営3）が受けた。

立命館大学 36－13 シーガルズ

校友も盛んに応援

小雪の舞う中、東京ドームに集ま

ったファンは2万5千人。立命館関

係者が陣取ったスタンドには河原四

郎会長（'56経済）、岡泰造副会長

（'58経済）はじめ、校友会メンバー

もたくさん駆

けつけ、声援

を送った。パ

ンサーズOB

のプロフット

ボーラー河口

正史さん('97

国関)も、「自

分たちが手にできなかったトロフィ

ーをよくぞ取ってくれた。おめでと

う」と、後輩を称えた。
古橋由一郎ヘッドコーチ('89文)

今シーズンはオフェンス
が頑張って勝ち進んでき
たので、今日はディフェ
ンスが活躍するゲームに
したかった。それをこれ
だけよくやってくれると
は、素晴らしい選手たち

です。ご声援本当にありがとうございま
した。来季も連覇を目指します。

喜びの声 礒谷幸始主将 (経営4)

最後まで気持ちを切ら
ずにプレイできてよか
った。昨春以来、厳し
さのあるチーム作りを
心がけてきましたが、
内心、皆がバラバラに
なるのではという不安

や辛さもありました。だから今日の勝利
は本当に嬉しい。

喜びの声

創部50年目の今年、
アメリカンフットボール部パンサーズが見事栄冠を勝ち取った。
1月3日、東京ドームのスタンドを埋めたえんじの一団は、
待ち望んだ勝利の喜びに沸き上がった。

喜びの河原会長（右）、岡副会長（右から2番目）

千葉県校友会旗が校友パワーの存在感をアピール

こちらも新春のおめでたい話題です

齊藤裕理さん（'02法）かるたクインに
1月4日近江神宮で行われた「小倉百人一首かるた第47期クイン位決定戦」に、本学かるた会OGの齊藤裕

理さんが勝利した。昨年まで11連覇の渡辺令恵さんを見事な逆転で退け、唯一獲得できずにいたクイン位を手

中にした。正確に直接取り札1枚ずつを狙う、地道で美しいかるたが理想だという齊藤さんは、自分のスタイ

ルの確立と次の勝利に向けて意欲を新たにしていた。
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■静岡県校友会総会
12/1（日）、クーポール会館（静岡市）にて開催。参加者約90名。

■鹿児島県校友会総会
12/1（日）、鹿児島サンロイヤルホテルにて開催。参加者約50名。

■立命館宇治高校同窓会
12/1（日）、立命館宇治高校新校舎にて開催。参加者約100名。

■村上弘ゼミ同窓会
12/7（土）、アカデメイア立命21にて開催。

■国際関係学部校友会
12/14（土）、ファリンヌドール（木屋町三条上ル）にて開催。参加
者約70名。

■栃木県校友会総会
12/21（土）、宇都宮東武ホテルグランデにて開催。参加者約30名。

■建設会三重県支部総会
1/17（金）、賢島宝生苑にて開催。参加者約45名。

■建立会総会
1/18（土）、ヴィアーレ大阪にて開催。参加者約220名。

■1970年卒田村ゼミ同窓会
1/18（土）、伊勢志摩ロイヤルホテルにて開催。参加者約25名。

■京都春風会
1/18（土）、衣笠キャンパス校友ロビーにて第2回目のイベントを開
催。参加者30名。

■富嶽会総会
1/19（日）、ぬまづ軒（沼津市）にて開催。参加者45名。

■香港校友会総会
1/22（水）、道楽茶屋（香港コ
ーズウェイベイ）にて開催。参加
者14名。会長が寺沼忠氏（'65
経済）から遠藤哲氏（'69産社）
に交代した。

■北海道校友会総会
1/25（土）、札幌パークホテル
にて開催。参加者約50名。

■浜松会新年賀詞交歓会
1/25（土）、ホテルコンコルド浜松にて開催。参加者約60名。

■愛媛県校友会松山支部新年会
1/25（土）、メルパルク松山にて開催。参加者46名。

■政策科学部同窓会
1/25（土）、ホテルグランヴィア京都にて第1回同窓会を開催。参加
者約300名。

■RGSセミナー（東京中高年の会）
1/30（木）、虎ノ門パストラルにて開催。参加者約60名。

■将棋部OB会王座戦優勝祝賀会
2/1（土）、くに荘（上京区）にて開催。参加者58名。

■姫路立命会総会
2/8（土）、姫路商工会議所にて開催。参加者60名。会長が中治信夫
氏（'49専法経）から尾上誠一氏（'58経済）に交代した。

■蒲郡立命の会
2/8（土）、ホテル竹島にて開催。参加者16名。

■京田辺立命館クラブ総会
2/9（日）、魚茂にて開催。参加
者47名。

■ダイワハウス
東京立命会設立総会
2/10（月）、京町家（飯田橋店）
にて開催。参加者15名。

■卓球部OB会（えんじ会）懇
親会
2/11（火）、ホテルニュー日昇（東山区）にて開催。参加者75名。

■UFJ銀行立命会
2/12（水）、素材屋（東京・大手町）にて開催。

■愛媛県校友会宇摩支部
2/14（金）、グランフォーレ石松（伊予三島市）にて開催。参加者
40名。

■岡崎市役所わだつみ会
2/15（土）、衣笠キャンパスにて開催。

■福井県上中町校友会総会
2/15（土）、いち福にて開催。参加者約20名。

■北朋会総会
2/15（土）、ライフォート札幌にて開催。参加者22名。

■湘南クラブ
2/15（土）、ホテル好養（鎌倉市）にて開催。参加者約30名。

■宮津与謝校友会の集い
2/16（日）、ホテル丹後にて開催。参加者25名。

＊詳しくは校友会ホームページをご覧下さい　http://www.ritsumei.ac.jp/kic/741/

香港校友会総会

京田辺立命館クラブ総会
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欄

［立命館オリジナルグッズ］

※立命館ファミリーカード会員の方は、割引の特典がございます。

ハガキまたはファックスに、住所、氏名（フリガナ）、年令、電話番号、
立命館ファミリーカード会員番号、カード有効期限、商品名、数量、金額、お届け先をご記入の
うえお申し込みください。

立命館ファミリーカード会員の皆様は、カード払いがご利用いただけます。
※お申し込み時に必ず明記してください。
一般の皆様は、商品到着後「郵便払込み」にてお支払いください。

商品は、当社がお申し込みを受け付けてから約2週間でお届けいたします。

ご注文毎に1ケ所のお届け先につき、送料を申し受けます。

〒603-8353 京都市北区平野上八丁柳町28（株）クレオテック「ショップリベルテ」

お申し込み方法

お支払い方法について

送 料 に つ い て

［立命館オリジナルグッズ］通 信 販 売 　 お申し込みのご案内

通 信 販 売

通 信 販 売
お申し込み・お問い合わせ先

TEL. 075 (463)9740
FAX. 075 (465)5697

立
命
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

●新商品

立命館ファミリー

ファミリーカード固有の機能に加えて、以下の特典も受けられます。

国内サービス

海外サービス

立命館ファミリーJCBカード

年会費等のご案内（すべて消費税別）

JCBゴールドカード

10,000円

1名様無料
（2人目より1名様につき1,000円）

＜JCB会員になられている方＞
原則として30歳以上、JCB入会
歴3年以上、利用実績のある方で
JCB会員規約を遵守されている方

＜JCB会員になられていない方＞
年齢30歳以上、年収500万円以
上で勤続年数5年以上（自営業の
方は営業年数10年以上）

J C B グ ラ ン デ

2,500円

1,000円

18歳以上の安定継続
収入のある方

JCB一般カード

1,250円

400円

18歳以上の安定継続
収入のある方、
または高校生を除く
18歳以上で学生の方

お申し込み
資格・対象

家 族 会 員

本 会 員

クレオテックホームページリニューアル!
立命館オリジナルグッズがお買い求め易くなりました。弊社ホームページからの
お申込みが可能になりましたので、是非ご覧ください。

好評の「立命館名入りセラミックボールペン（細）」に
新色（シルバー）が加わりました。
■全　長：141mm、直径：φ13mm ■京セラ製

＊4月1日から順次発送させていただきます。

お届けについて

●全国36ヶ所のリゾートが特別料金
●映画館でも割引料金(各種優待サービス)
● 全国50万店以上で使える（JCBギフトカード）
●素敵なプレゼント(Oki Dokiポイントプログラム) 
● 東京ディズニーリゾートでもJCBカード1枚でOK

●世界主要都市で日本語であなたをサポート
（JCBプラザ/JCBデスク）
● JCBお得な海外情報パンフレット
（JCBショッピング&ダイニングパスポート）

JCBゴールドカード ゴールドの名にふさわしい価値を備えた国際カードJCBゴールドカード

J C B グ ラ ン デ ショッピングにも旅行にも保険がついた、ひとつ上の安心をプラスしたカードJ C B グ ラ ン デ

J C B 一 般 カ ー ド 多彩な機能とサービスを兼ね備えた、日本を代表するカードJ C B 一 般 カ ー ド

http://www.creotech.co.jp

立命館ファミリーカード会員価格

￥800
一般価格

￥950

●特別企画商品

立命館ファミリーカード会員価格

￥1,800
一般価格

￥2,000

北海道校友会（下村 一会長）の有志

20名様からゴルフ用のウインド

ブレーカー、ポロシャツ（2色）、

キャップをセットでご注文い

ただきました。この場をお借り

しましてお礼申し上げます。

「Ritsマーク刺繍入りフリースクッション兼膝掛け」
■素　材：本体・中綿　ポリエステル100%
■サイズ：クッション 37cm×37cm

膝掛け（ファスナーオープン時）100cm×140cm

広げると
膝掛け
になります

＊価格はいずれも税別にて表示させていただいています。

●オリジナルウェア＆グッズを作りませんか?
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Family Card
広
告
欄

立
命
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

1994年から、卒業生の皆様をはじめ多くの立命館関係者の要望に応え「立命館ファ
ミリーカード」が発行されています。
このカードは、オール立命館のネットワーク作りの一端を担い、校友・学生・教職員相
互の、また皆さま方と学園の絆をより一層緊密なものとすることを目的としたものです。
「立命館ファミリーカード」は三井住友VISAカードとJCBカードの機能に「立命館

ファミリーカード」の固有の機能が加わったカードです。校友の方々を中心に多方面か
ら多彩な優待・サービスの提供をいただいております。カードを通じて素敵な出会いが
生まれ、新たな絆が結ばれることを念願しております。
皆様方に愛着をもってご利用いただけるよう、なお一層努力してまいりますので「立

命館ファミリーカード」をよろしくお願い申し上げます。

カード会員募集！

☆立命館ファミリーカードは提携手数料収入の20%を後輩のための奨学金に充てます。
もちろん会員の方の特別のご負担はありません。

ファミリーカード固有の機能に加えて、以下の特典も受けられます。

ご利用に応じたポイントでプレゼント　
アウトレットショップでもさらにお得なお買い物

お得

高速道路の料金所もスピーディにパス
フリーダイヤル一本で国際線航空券、海外ホテルを手配
ご希望のチケットを電話一本でご予約、お届け
国内リゾートホテルにご優待

便利

安心

立命館ファミリーVISAカード

●ときめきの宿　ふるさとネット
■下記の宿が2003年1月より入会されました。

［長野県・車山高原］ペンションTOSS(トス)
〒391-0301 長野県茅野市ビーナスライン車山高原

TEL. 0266-68-3060 FAX. 0266-68-3061
1泊2食　7,500円より(消費税別、サービス料不要)

アクセス JR中央本線茅野駅よりバス50分車山高原下車徒歩25分。
車山高原バス停へ送迎有

［長野県・乗鞍高原温泉］詩季の宿白樺の庄
〒390-1512 長野県南安曇郡安曇村乗鞍高原温泉

TEL. 0263-93-2357 FAX. 0263-93-3119
1泊2食　9,000円より(消費税別、入湯税別、サービス料不要)

アクセス JR中央本線松本駅より松本電鉄30分
新島々バス50分楢の木坂下車すぐ前。

世界中で日本語のサービス&サポート
カードの紛失･盗難の際も安心
カードで購入された商品の万一を補償
リボ払いのご利用でさらに安心
ニューヨークでハワイであなたの旅をお手伝い
国内で海外で現金をご用立て

■下記の2宿が2003年3月31日にて退会いたしますのでご通知いたします。
三重県・賢島　かしこ博浜、三重県・鳥羽答志島　ペンション小浜

Ritsumeikan

INTERNATIONAL

Ritsumeikan

INTERNATIONAL

● 優待店加盟のお申し込みも随時受付けております。
詳しくは下記までお問い合わせ下さい。

〒603-8353 京都市北区平野上八丁柳町28
ＴＥＬ. 075（463）9197 ＦＡＸ. 075（465）5697

（株）クレオテック
「立命館ファミリーカード」係

優待店 立命館ファミリーカード
お申し込み・お問い合わせ先

各種情報満載のクレオテックのホームページをご覧下さい!

http://www.creotech.co.jp リニューア
ル!

カード

特　典

●立命館オリジナルグッズの特別割引
●ファミリーカード優待店での優待サービス
●JCB、VISAのカードサービスもそれぞれご利用になれます

年会費等のご案内（すべて消費税別）

VISAゴールドカード

10,000円

1名様無料
（2人目より1名様につき1,000円）

原則として満30歳以
上、年収500万円以
上で勤務(営業)年数5
年以上

V I S A カ ー ド A

1,500円

550円

20歳以上の安定継続
収入のある方

V I S A カ ー ド

1,250円

400円

20歳以上の安定継続
収入のある方、
または高校生を除く
20歳以上で学生の方

お申し込み
資格・対象

家 族 会 員

本 会 員

VISAゴールドカード より快適な人生を過ごしたい方にふさわしいカードVISAゴールドカード

V I S A カ ー ド A 便利さに安心をプラスした保険つきのカードV I S A カ ー ド A

V I S A カ ー ド 世界中で信頼がいきるカードV I S A カ ー ド
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入
す
る
、
と
い
う
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
具

体
化
と
し
て
、
国
立
大
学
の
法
人
化
や
統
廃
合
の
決

定
と
と
も
に
、「
国
公
私
ト
ッ
プ
30
を
世
界
最
高
水
準

に
育
成
す
る
」
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
施

策
が
「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
専
門
家
が
大

学
の
研
究
・
教
育
計
画
を
第
三
者
評
価
し
、
世
界
水

準
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
拠
点
に
対

し
、
研
究
費
を
重
点
的
に
配
分
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
二
〇
〇
二
年
度
は
既
報
の
通
り
、
予
算
総
額
一

八
二
億
円
、
採
択
は
五
〇
大
学
一
一
三
拠
点
と
な
り

ま
し
た
。
本
学
で
採
択
さ
れ
た
三
拠
点
に
は
、
単
年

度
合
計
四
億
八
六
〇
〇
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
と

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

二
〇
〇
二
年
度
、
本
学
で
は
こ
の
施
策
の
方
向
が

示
さ
れ
る
と
た
だ
ち
に
、「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
全
学
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
採
択
に
向
け
た

準
備
を
始
め
ま
し
た
。
研
究
の
個
性
化
・
特
色
化
を

進
め
、
世
界
水
準
の
研
究
水
準
を
目
指
そ
う
と
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
本
学
に
と
っ
て
、
21
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
制
度
で
す
。

採
択
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
資
金
は
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
前
進
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
全
学
あ
げ
て
申
請
・
採

択
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
二
十
数
件
の
提

案
が
あ
っ
た
学
内
の
コ
ン
ペ
を
経
て
本
学
が
申
請
し

た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
度
募
集
さ
れ
た
五
分
野
に
六

件
で
し
た
。

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

採
択
の
意
義

本
学
に
つ
い
て
の
採
択
結
果
は
既
述
の
通
り
で
す

（
採
択
さ
れ
た
研
究
の
内
容
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下

さ
い
）。
複
数
件
が
採
択
さ
れ
た
私
立
大
学
は
早
慶
、

立
命
館
の
三
大
学
だ
け
で
し
た
。

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
を
め
ぐ
っ
て

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

大
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育
は
、
わ
が
国
お
い
て

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
、
こ
の
こ
と
は

今
や
国
民
的
関
心
事
と
い
え
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
ん
だ
り
、
国
内
の
政
治
・
経
済
の
見
通
し
が
不

透
明
な
中
、
大
学
が
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
示
し
、

来
る
べ
き
社
会
へ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
つ
な
が
る

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
認
識
の
中
、
文
部
科
学
省
は
大
学
に
お
け

る
研
究
・
教
育
の
改
革
の
た
め
、
一
昨
年
来
、
思
い

き
っ
た
政
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
二
〇

〇
一
年
六
月
に
遠
山
文
部
科
学
大
臣
が
示
し
、
報
道

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
遠
山
プ
ラ
ン
」
で

は
、
①
国
立
大
学
の
再
編
・
統
合
を
大
胆
に
進
め
る
、

②
国
立
大
学
に
民
間
的
発
想
の
経
営
手
法
を
導
入
す

る
、
③
大
学
に
第
三
者
評
価
に
よ
る
競
争
原
理
を
導

ムと立命館大学の研究活動

研
究
部
長

佐
上
善
和

特 集 2

Yo
sh

ik
az

u 
Sa

ga
m

i

特 集 2

ry Center of Excellence Program

世
界
水
準
を
め
ざ
す
本
学
の
三
分
野
三
件
の
研
究
が
、
昨

秋
の
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

三
件
の
採
択
は
、
私
立
大
学
で
は
早
稲
田
・
慶
應
義
塾
の

各
五
件
に
つ
ぐ
三
位
、
国
立
大
学
を
含
め
て
も
一
一
位
で
、

本
学
に
と
っ
て
輝
か
し
い
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
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の
社
会
的
関
心
は
、
た
く
さ
ん
の
報
道
の
通
り
で
す
。

「
選
ば
れ
た
ト
ッ
プ
30
」「
や
は
り
国
立
偏
重
」
な
ど

と
紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
採

択
に
つ
い
て
、
本
学
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
本
学
が
第
四
次
、
第
五
次
長
期
計

画
で
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
活
動
重
点
化
の
方
向
が

評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
採
択
さ
れ
た

三
件
は
、
い
ず
れ
も
本
学
が
第
四
次
長
期
計
画
以
来

取
り
組
ん
で
き
た
研
究
重
点
化
を
基
礎
と
し
た
研

究
・
教
育
計
画
で
す
。
理
工
学
部
の
Ｂ
Ｋ
Ｃ
移
転
・

拡
充
、
産
官
学
共
同
の
推
進
、
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
、
Ｓ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
、
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
、

マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
重

点
分
野
の
研
究
拠
点
の
設
置
・
整
備
、
文
理
融
合
の

研
究
推
進
等
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

第
二
に
、
国
立
大
学
に
伍
し
て
評
価
・
採
用
さ
れ

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
審
査
は
、
教
員
の
論

文
執
筆
数
、
学
会
発
表
数
、
受
賞
数
、
外
部
か
ら
の

研
究
資
金
の
確
保
状
況
、
課
程
博
士
輩
出
数
な
ど
、

数
値
デ
ー
タ
が
大
き
な
比
重
を
占
め
ま
し
た
。
し
か

し
研
究
を
め
ぐ
っ
て
は
国
公
私
立
間
の
条
件
の
違
い

は
明
確
で
あ
り
、
も
と
も
と
競
争
基
盤
が
異
な
っ
て

い
る
た
め
、「
審
査
基
準
は
私
学
に
は
不
利
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
政
府
の
研
究
費
で
あ
る

「
科
学
研
究
費
補
助
金
」
は
、
年
間
予
算
約
一
七
〇
〇

億
円
で
す
が
、
そ
の
内
の
七
二
％
は
国
立
大
学
に
配

分
さ
れ
て
お
り
、
私
立
大
学
に
は
一
四
％
し
か
配
分

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
博
士
後
期
課
程
の
学
生
数

も
私
立
大
学
は
国
立
大
学
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
研
究
費
や
大
学
院
生
教
育
に
潤
沢
に
国
費
を
投

入
し
て
き
た
国
立
大
学
と
、
学
生
の
学
費
に
多
く
の

財
源
を
依
存
す
る
私
立
大
学
で
は
「
研
究
基
礎
体
力
」

が
も
と
も
と
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
本
学
が
国
立
大
学
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
次

ぐ
採
択
件
数
を
得
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。
本
学
は
、
学
生
の
授
業
料
を
研
究
費
に
投
入

す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
研
究

費
を
公
的
資
金
、
産
官
学
連
携
の
中
で
獲
得
す
る
な

ど
、
私
立
大
学
と
し
て
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
努
力
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
研
究
成

果
・
水
準
、
計
画
が
、
有
力
国
立
大
学
に
匹
敵
す
る

も
の
と
の
評
価
を
得
た
こ
と
で
、
本
学
の
研
究
部
門

は
大
き
な
確
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
度
の
申
請
に
向
け
て

二
〇
〇
三
年
度
に
は
、「
医
学
」「
数
学
、
物
理
学
、

地
球
科
学
」「
機
械
、
土
木
、
建
築
、
そ
の
他
工
学
」

「
社
会
科
学
」「
学
際
、
複
合
、
新
領
域
」
五
分
野
の

募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
学
は
こ
の
う
ち
「
医
学
」

を
除
く
全
て
の
分
野
で
申
請
で
き
る
よ
う
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
学
の
研
究
活
動
に
対
す
る
ご
理

解
、
ご
支
援
を
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

21世紀COEプログラム

21世紀COEプログラム

各大学のCOE採択件数一覧
11件 東京・京都

7件 名古屋・大阪

5件 東北・慶應義塾・早稲田

4件 北海道・東京工業・九州

3件 立命館・筑波
2件 東京農工・東京外国語・

横浜国立・豊橋技術科学・
奈良先端科学技術大学院・広島

1件 帯広畜産・秋田・群馬・
お茶の水女子・長岡技術科学・
信州・名古屋工業・岐阜・金沢・
神戸・鳥取・愛媛・佐賀・長崎・
熊本・宮崎医科・静岡県立・
大阪府立・大阪市立・姫路工業・
青山学院・北里・國學院・上智・
玉川・中央・東海・日本・法政・
愛知・名城・近畿

21st Centu 
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生
命
科
学
分
野
　

放
射
光
生
命
科
学
研
究

【
拠
点
リ
ー
ダ
ー
】
理
工
学
研
究
科
総
合
理
工
学
専
攻
　
理
工
学
部
電
子
光
情
報
工
学
科

山
田
廣
成
教
授

山
田
教
授
が
開
発
に
成
功
し
た
世
界
最

小
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
「
み
ら
く
る
」
や
超

伝
導
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
「
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ａ
」

を
使
い
、
医
療
や
生
命
科
学
分
野
の
発
展

に
役
立
つ
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
装
置
か
ら
発
生
す
る
遠
赤
外
線
や

Ｘ
線
は
非
常
に
輝
度
が
高
く
、
通
常
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
装
置
で
は
発
見
で
き
な
い
一
ミ

リ
以
下
の
ガ
ン
を
発
見
で
き
た
り
、
遠
赤

外
線
で
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
や
性
質
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
ガ
ン
細
胞
の
成
長
を
ス

ト
ッ
プ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

●
採
択
さ
れ
た
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
文
科
学
分
野

京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究

【
拠
点
リ
ー
ダ
ー
】
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
文
学
部
史
学
科
　
川
嶋
將
生
教
授

【
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
】
理
工
学
部
情
報
学
科
　
八
村

広
三
郎
教
授

歴
史
豊
か
な
京
都
の
文
化
や
芸
能
な
ど

を
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
し

て
保
存
し
、
そ
の
情
報
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
世
界

に
向
け
て
発
信
し
よ
う
と
い
う
文
理
融
合

の
取
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

能
楽
や
日
本
舞
踊
な
ど
の
動
き
を
デ
ー
タ

化
し
て
海
外
の
民
族
舞
踊
と
比
較
・
研
究

し
た
り
、
歴
史
的
な
絵
巻
に
描
か
れ
て
い

る
古
都
の
様
子
を
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
技
術
を
駆
使
し
て
三
次
元
で
再
現
す
る

こ
と
に
よ
り
、
古
都
の
ま
ち
並
み
を
疑
似

体
験
し
、
ま
ち
行
く
人
々
と
話
が
で
き
た

り
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の

開
発
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

情
報
、
電
気
、
電
子
分
野

マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
集
積
化
シ
ス
テ
ム

【
拠
点
リ
ー
ダ
ー
】
理
工
学
研
究
科
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
工
学
専
攻
　
理
工
学
部
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
　
杉
山
　
進
教
授

電
子
機
器
の
頭
脳
と
し
て
機
能
す
る
Ｉ

Ｃ
や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
チ
ッ
プ
上
に
、
微
細
加
工

技
術
に
よ
っ
て
作
り
あ
げ
た
セ
ン
サ
ー
や

モ
ー
タ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
な
ど
の
機

械
的
な
要
素
と
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
要
素
を
集
積
化
し
、
ま
っ
た

く
新
し
い
機
能
を
有
す
る
Ｉ
Ｃ
・
Ｌ
Ｓ
Ｉ

を
開
発
し
よ
う
と
い
う
の
が
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
。
い
わ
ば
数
ミ
リ
角
の

チ
ッ
プ
が
、
工
場
と
同
じ
機
能
を
も
つ
よ

う
な
も
の
。
こ
の
チ
ッ
プ
が
完
成
す
れ
ば
、

例
え
ば
そ
れ
を
カ
プ
セ
ル
に
し
て
飲
み
込

む
と
体
内
の
情
報
を
セ
ン
サ
ー
が
感
知
し
、

そ
の
情
報
を
も
と
に
適
切
な
治
療
薬
を
合

成
し
て
処
置
し
て
く
れ
る
と
い
っ
た
こ
と

も
実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

川嶋將生教授

八村広三郎教授

21世紀COEプログラム 特 集 2特 集 2
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詳しくは立命館大学ＨＰで「立命館ニュース」をご覧下さい。

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/koho/headline/index-j.htm

大阪府教育委員会と連携協力協定締結

12月2日、立命館大学は、大阪府教育委員会と連
携協力に関する協定を締結し、協定書に調印を行
う締結式を、大阪市天王寺区の「アウィーナ大阪」
で行った。
大阪府教委からは竹内脩教育長、網倉尚武教育監
らが出席。本学からは長田豊臣総長・学長、本郷
真紹高大連携推進室長、秋田典昭大学教育開発支
援センター教授らが出席した。

長田総長は挨拶で、
「創造的人材を育てる
ことが求められる今
日の大学教育におい
て、高等学校教育の
現場と多面的な連携

を行うことはきわめて意義深い」と述べ、竹内教
育長は「価値観の多様化が進行するなかで、高校
教育のあり方を見なおす契機としたい」と本協定
に対する期待を語った。
協定書にサインの後、具体的プログラムの進め方
などについて意見交換が行われた。今後は、①大
学生による学校現場でのインターンシップ及び教
育活動の補助、②大学による高校生を対象とした
学習機会の提供、③高校と大学の教員相互の交
流・研修などを柱に取り組むことになっている。

スリランカのラニル・ウィクラマシンハ首相　
立命館大学での特別シンポジウムで講演

スリランカの和平構築の基礎を築いたラニル・ウ
ィクラマシンハ首相が12月6日来学し、特別シン
ポジウム「スリランカの和平構築―紛争から開発
への歩みと日本の役割―」で基調講演を行った。
このシンポジウムで
は明石康日本政府代
表（立命館大学客員
教授）の講演や学生
からの質問もあり、
内戦後のスリランカ

の復興と日本の援助について、テレビ回線を通し
て、衣笠、BKC、APUの学生が熱心に聞き入っ
ていた。

立命館大学大学院言語教育情報研究科、先端総合学術
研究科および立命館アジア太平洋大学大学院アジア太
平洋研究科、経営管理研究科　本年4月開設決定

標記の研究科について、12月11日、文部科学大
臣により設置が認可された。
言語教育情報研究科（修士課程、定員60名）は、
言語教育学コース・言語情報コミュニケーション
コースの2コースを擁し、高度な専門知識をもっ
た人材を養成する。
先端総合学術研究科（一貫制博士課程、定員30
名）では、「公共」「生命」「共生」「表象」の4テ
ーマを設定し、既存の学問領域の枠を越えるこれ
らのテーマの交差する部分に新しい研究領域を構
想。人類全体にとっての諸課題の解決に向けた研
究を進める。
アジア太平洋学研究科（博士課程前期課程、定員
60名）では、「アジア太平洋学」の構築を担う人
材の育成をめざし、博士課程後期課程（定員10
名）も同時に設置する。
経営管理研究科（修士課程、定員40名）では、
マネジメント・スキルを有した高度な専門的人材
を育成する。

「立命館駐上海交通大学連絡処」開設

立命館大学・立命館
アジア太平洋大学
（APU）は、中国・上
海での研究交流・国
際教育協力展開のた
めの窓口として、立
命館上海オフィス「立命館駐上海交通大学連絡処」
を、交流協定を結ぶ上海交通大学内に開設した。
処長には、APU・アジア太平洋マネジメント学部
守野友造教授が就任、オフィスの開設を記念して

12月20日に開設記念レセプションを開催した。
この立命館上海オフィスは、講義交換の準備、学
生・教員の交換の準備、理工系4研究領域および
「環境」分野での学術交流の推進、そして本学に
留学を希望する受験生や中国企業等との窓口機能
などを担う。

アート・リサーチセンターが
「第4回デジタルアーカイブ・アウォード」受賞

日本文化・芸術に関わる素材を、デジタル技術を
駆使して保存、活用し、業績をあげていることを
評価する「デジタルアーカイブ・アウォード」賞

を本学アート・
リサーチセンタ
ーが受賞した。
表彰式は、1月
29日、京都市左
京区の国際交流

会館において開催された、IT技術の普及推進等に
関するフォーラム「コンテンツフロンティアin京
都2003」（京都デジタルアーカイブ研究センタ
ー主催）で行われ、本学から川嶋將生アート・リ
サーチセンター長が出席した。同賞は過去にアメ
リカ国立公文書館やNHK、奈良女子大学附属図
書館などが受賞しており、今回は伝統芸能と情報
科学の融合をはかり研究を進める同センターの取
り組みが評価されたもの。

立命館大学・立命館アジア太平洋大学
入学試験・合格発表を実施

2003年度の入学試験が、2月2日を皮切りに全
国20都市に設けられた試験場で順次行われた。
初日だけで、全国12会場において約13,000名
の志願者があり、緊張した面持ちで試験に臨んで
いた。志願者数は昨年並みで、10万名を超えた。
合格発表は2月19日に始まり、インターネットホ
ームページ上にも掲載しているが、キャンパスの
掲示板前では合格を喜ぶ受験生の姿が見られた。

●

●

●

●

●

●

キャンパス トピックス*
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アイスホッケー部

■日本学生氷上選手権大会
（群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク）
ベスト16
1月6日　○4－2●　日本体育大学
1月7日　●2－5○　日本大学

アメリカンフットボール部

■甲子園ボウル（12月15日　甲子園球場）
優勝（4年ぶり3回目の学生日本一）
○51－14●　早稲田大学

■ライスボウル（1月3日　東京ドーム）
優勝（初の日本一）
○36－13●　シーガルズ
＊関連記事を18ページに掲載

スケート部

■フィギュアスケート　全日本学生氷上競技選手権
（1月6日～9日　苫小牧ハイランドSC）
男子シングル　2位　吉田晋也（経済2）

■スピードスケート　ショートトラック全日本

距離別選手権
（2月15日～16日　名古屋市総合体育館）
女子 500m，1000m 優勝　神野由佳（文4）

バレーボール部

■全日本インカレ（東京体育館他）

ベスト32
12月4日 ○3－0●　帝京大学

○3－0●　福井工業大学
12月5日 ●2－3○　中央大学

フェンシング部

■全日本選手権
（11月28日～12月1日　伊東市立南中学校体
育館）
女子団体　サーブル　3位
青木美奈（文2）、曽根知佐土（産社3）の両名
は関西学生代表としてハンガリーのブタペスト
へ派遣される（3月6日～18日）。

ホッケー部

■全日本選手権（ルネサンス棚倉多目的広場）
男子　4位
12月5日　●0－3○　表示灯
12月6日　○2－0●　島根クラブ
12月7日　△1－1△　天理大学
12月8日　●2－4○　東京農業大学

ヨット部

■近畿北陸学生秋季選手権
（11月30日～12月1日　琵琶湖） 優勝

■日米学生親善レース
（12月1日～3日　Newport Harbor Yacht Club）

女子優勝（男女総合2位）
伊藤友紀（経済4）・倉澤緑（政策4）組

■ナショナルチーム選考レース
（12月9日～15日 愛知県海陽ヨットハーバー）
女子6位　伊藤友紀（経済4）・松山紗世（産社
2）組

ラグビー部

■大学選手権（熊谷ラグビー場他）
12月15日 1回戦　●27－31○　東海大学

女子陸上競技部

■山陰女子ロードレース(12月1日　岡山市）
優勝　池田恵美（経営1）学生日本新記録
8位　西垣優子（経済2）

■千葉国際クロスカントリー

（2月16日　千葉市昭和の森）
一般女子8000m 6位　池田恵美（経営1）

学生の
スポーツ＆イベント

ス ポ ー ツ
問い合わせ先：スポーツ強化センター

075-465-7863

日本体育大（青）のゴールにせまる立命館大（赤）

琵琶湖での練習に励むヨット部

埼玉県校友会の応援を受けて健闘したラグビー部

長年の強化の努力が実りつつあるフェンシング部
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かるた会

■第47期クイン位決定戦
（全日本かるた協会主催・1月4日　近江神宮）
OG齊藤裕理（'02法） 優勝
＊関連記事を18ページに掲載

将棋研究会

■アマチュア将棋団体日本選手権
（2月15日　リコー大森会館）
準優勝　●3－4○　ジュポン化粧品
2年ぶり2回目の出場でアマチュア日本一奪回
ならず

《今後の行事予定》

応援団吹奏楽部

■スプリングコンサート
3月28日　京都市文化会館

マンドリンクラブ

■サマーコンサート
5月17日　京都こども文化会館

交響楽団

■定期演奏会
5月24日　京都コンサートホール大ホール

混声合唱団メディックス

■関西混声合唱連盟定期演奏会
6月10日　大阪フェスティバルホール

メンネルコール

■明立交歓演奏会
6月21日　長岡京記念文化会館

文 化 ・ 芸 術
問い合わせ先：学生センター

075-465-8141

◆
教
授

※
副
総
長
任
期
満
了
に
よ
る
退
職

理
工
学
部
教
授

田
中
道
七
（
た
な
か
つ
ね
し
ち
）

＊
副
総
長
、
理
工
学
部
長
等
を
歴
任
。

＊
専
門
／
材
料
強
度
学

材
料
の
疲
労
強
度
、
炭
素
繊
維
・
金
属
新
素

材
の
強
度
評
価
に
関
す
る
研
究
。

法
学
部
教
授

中
村
義
孝
（
な
か
む
ら
　
よ
し
た
か
）

＊
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
就
職
部
長
、
衣
笠
リ
エ

ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
室
長
等
を
歴
任

＊
専
門
／
フ
ラ
ン
ス
近
現
代
法
史
、
裁
判
制
度
史

フ
ラ
ン
ス
近
現
代
社
会
の
法
制
の
う
ち
、
刑

事
裁
判
手
続
に
関
す
る
歴
史
研
究
。

産
業
社
会
学
部
教
授

佐
藤
嘉
一
（
さ
と
う
　
よ
し
か
ず
）

＊
産
業
社
会
学
部
長
、
人
間
科
学
研
究
所
長
等

を
歴
任

＊
専
門
／
社
会
学

日
常
生
活
世
界
の
現
象
学
・
社
会
学
的
研
究
。

国
際
関
係
学
部
教
授

高
橋
正
義
（
た
か
は
し
　
ま
さ
よ
し
）

＊
国
際
地
域
研
究
所
長
、
大
学
協
議
員
等
を
歴
任

＊
専
門
／
国
際
協
力
論
、
技
術
移
転
論

産
業
競
争
力
強
化
手
法
の
研
究
及
び
産
業
・

中
小
企
業
育
成
政
策
の
研
究
。

国
際
関
係
学
部
教
授

大
空
　
博
（
お
お
ぞ
ら
　
ひ
ろ
し
）

＊
大
学
協
議
員
等
を
歴
任

＊
専
門
／
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

現
代
史
の
転
換
期
に
果
た
し
た
新
聞
・
テ
レ

ビ
報
道
の
役
割
に
関
す
る
研
究
。

政
策
科
学
部
教
授

杉
森
幹
彦
（
す
ぎ
も
り
　
み
き
ひ
こ
）

＊
言
語
習
得
セ
ン
タ
ー
副
所
長
等
を
歴
任

＊
専
門
／
応
用
言
語
学
、
英
語
音
声
学
、
英
語

教
育
学

外
国
語
運
用
能
力
の
測
定
と
評
価
法
の
研
究
、

異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
英
語
科

教
育
法
の
研
究
。

理
工
学
部
教
授

山
田
俊
雄
（
や
ま
だ
　
と
し
お
）

＊
数
学
課
程
主
任
等
を
歴
任

＊
専
門
／
確
率
論

確
率
微
分
方
程
式
論
を
主
と
す
る
確
率
解
析

学
の
研
究
。

理
工
学
部
教
授

川
畑
隆
夫
（
か
わ
ば
た
　
た
か
お
）

＊
電
気
電
子
学
系
長
等
を
歴
任

＊
専
門
／
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

イ
ン
バ
ー
タ
の
変
調
や
制
御
の
新
方
式
と
そ

の
応
用
シ
ス
テ
ム
の
研
究
。

理
工
学
部
教
授

大
瀧
仁
志
（
お
お
た
き
　
ひ
と
し
）

＊
理
工
学
研
究
所
長
、
大
学
協
議
員
等
を
歴
任

＊
専
門
／
無
機
化
学
・
錯
体
化
学

溶
液
中
の
錯
体
の
構
造
解
析
と
反
応
の
熱
力

学
の
研
究
。

理
工
学
部
教
授

池
田
光
男
（
い
け
だ
　
み
つ
お
）

＊
理
工
学
研
究
所
長
等
を
歴
任

＊
専
門
／
色
彩
工
学
・
視
覚
情
報
処
理
・
視
環
境

照
明
認
識
視
空
間
の
概
念
に
よ
る
視
環
境
の

快
適
化
に
関
す
る
研
究
。

理
工
学
部
教
授

濱
川
圭
弘
（
は
ま
か
わ
　
よ
し
ひ
ろ
）

＊
副
総
長
、
総
合
理
工
学
研
究
機
構
長
等
を
歴
任

＊
専
門
／
導
体
電
子
工
学
・
太
陽
光
発
電

導
体
電
子
工
学
、
特
に
半
導
体
の
界
面
物
性

と
そ
の
機
能
デ
バ
イ
ス
、
太
陽
光
発
電
に
関

す
る
研
究
。

理
工
学
部
教
授

川
　
　
清
（
か
わ
さ
き
　
き
よ
し
）

＊
専
門
／
環
境
デ
ザ
イ
ン
・
建
築
設
計
・
都
市

設
計
・
景
観
論

都
市
空
間
と
景
観
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
。

◆
助
教
授

理
工
学
部
助
教
授

三
宅
英
一
郎
（
み
や
け
　
え
い
い
ち
ろ
う
）

＊
専
門
／
建
築
計
画
・
環
境
デ
ザ
イ
ン

都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
の
空
間
構
成
方
法
の
研
究
。

◆
教
諭

立
命
館
宇
治
高
等
学
校
教
諭

角
田
郁
子
（
す
み
だ
　
い
く
こ
）

立
命
館
宇
治
高
等
学
校
教
諭

宮
野
則
子
（
み
や
の
　
の
り
こ
）

◆
事
務
職
員

業
務
監
査
室

久
保
之
俊
（
く
ぼ
　
ゆ
き
と
し
）

総
務
部

宮
田
芳
彦
（
み
や
た
　
よ
し
ひ
こ
）

職
員
課

喜
多
美
代
子
（
き
た
　
み
よ
こ
）

立
命
館
百
年
史
編
纂
室

橋
本
弘
之
（
は
し
も
と
　
ひ
ろ
ゆ
き
）

保
健
セ
ン
タ
ー

三
島
隆
昭
（
み
し
ま
　
た
か
あ
き
）

管
理
課

藤
本
憲
一
（
ふ
じ
も
と
　
け
ん
い
ち
）

管
理
課

陣
在
英
純
（
じ
ん
ざ
い
　
ひ
で
ず
み
）

管
理
課

阿
部
百
々
代
（
あ
べ
　
も
も
よ
）

管
理
課

木
野
　
勝
（
き
の
　
ま
さ
る
）

国
際
関
係
学
部
事
務
室

田
中
道
子
（
た
な
か
　
み
ち
こ
）

大
阪
オ
フ
ィ
ス

青
山
征
男
（
あ
お
や
ま
　
ゆ
き
お
）

衣
笠
学
生
セ
ン
タ
ー

若
井
　
勉
（
わ
か
い
　
つ
と
む
）

総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

山
下
　
弘
（
や
ま
し
た
　
ひ
ろ
し
）

Ｂ
Ｋ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
課

磯
部
節
子
（
い
そ
べ
　
せ
つ
こ
）

立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
事
務
室

古
山
　
正
（
ふ
る
や
ま
　
た
だ
し
）

誌
面
の
都
合
上
、
経
歴
等
は
大
学
教
員
の
み

紹
介
し
ま
す
。
敬
称
略
。



＊「あかき血潮　胸に満ちて…　仰げば比叡　千古

のみどり　伏す目に清しや　鴨の流れの…」の歌詞

に、いかに多くの学生が、校友が、人々が、歓喜し、

時に涙したことか。この正月の東京ドームは最大の

歓喜に満ちた。ずいぶん時が流れ、学生も住む人も

移り変わってしまったが、昭和30年代から40年代

にかけて（1955～75頃）広小路で学んだ輩は、

御所の芝生の青さとともに、鴨川の堤での体育の時

間に流れに落ちたボールを拾い仰ぎ見た比叡の山々

のみどりを思い出すだろう。京都に降り立って、右

に東山連峰・比叡、左に衣笠山を見るとき、山河の

佇まいと「若人　真理の泉を汲みつ」姿は変わらな

い。荒神橋から鴨川を北に歩くと、この景色ととも

に学生時代が鮮明に蘇る。 (Kaz)

＊文学、舞台芸術、そして音楽、美術の分野に至

るまで、これまで多くの芸術家が会報に登場して

きました。ただただ驚きと共感をキャッチして、

お顔を写真に頂戴しております。取材の最中は会

話の中身は耳に残りません。相手の一瞬の表情か

らインタビューの成功を予感します。立命館から

造形芸術家が誕生していることに驚いた私は愚か

でした。本学が、芸術家の芸術に対する根源的問

い掛けに答える場になっていた、その歴史の証が、

インタビューでの大嶺さんの言葉に表れています。

必見です。撮影という私の仕事は物を生み出すこ

とは出来ませんが、この感動を伝えられる歓びが

あります。今回もやはり「満足！」でした。 （オ）

編集室から

発行所／立命館大学校友会
編集人／
発行人／河原　四郎
〒603-8577  京都市北区等持院北町56-1
Tel. 075（465）8120・8124
Fax.075（465）8125
http://www.ritsumei.ac.jp/kic/741/
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りつめい No.212／年4回発行

校友会・グループ インフォメーション

校友会・グループ 日 時 会 場 問い合わせ先

校友会へご恵贈下さいました本の中から
紹介させていただいております。

関東新人歓迎会のお知らせ
今春から関東地区に来られる皆さん、奮ってご参加ください。
日　　時：5月31日（土） 13：00
会　　場：「パナソニックセンター」1階ホール　東京都江東区有明2-5-18
最 寄 駅：ゆりかもめ有明駅／りんかい線　国際展示場駅
会　　費：新卒者 2,000円　平成卒 3,000円　昭和卒 4,000円
問合せ先：東京オフィス　Tel. 03-5204-8611 E-mail：tokyo@st.ritsumei.ac.jp

※詳細は立命館大学校友会ホームページで
なお本企画は東京校友会・神奈川県校友会・埼玉県校友会・千葉県校友会の共催です。

大阪地区新人歓迎会のお知らせ
今年で2回目になる催しです。どうぞご参加ください。
日　　時：6月7日（土） 13：00
会　　場：大阪キャッスルホテル3階「錦城閣」
会　　場：大阪市中央区天満橋京町１－１
最 寄 駅：地下鉄谷町線・京阪電鉄　天満橋駅
問合せ先：大阪オフィス　Tel. 06-6201-3610

※詳細は立命館大学校友会ホームページで

価格は本体価格です。
自由席投稿募集
本誌「自由席」コーナーへ原稿をお寄せください。日常
雑感、在学中の思い出、近況報告などをご自由に。原則
500字程度。誌面の都合により一部割愛等させて頂く
場合がございます。氏名・卒年・学部を明記の上、校友
会事務局「りつめい」編集係へお送りください。ペンネ
ームでの掲載をご希望の場合はお書き添えください。

りつめい登場校友募集
本誌にご登場いただける校友に関する情報を募集してい
ます。自薦・他薦を問いません。新聞・雑誌等に掲載さ
れた記事をお送りいただくことも参考になります。特に
近畿以外の地域における情報が不足気味ですので、ご協
力の程よろしくお願いします。

京都校友会総会　 5/10（土）17：00 ウェスティン都ホテル京都(予定) 校友課　 075（465）8120
天理わだつみ会総会　　　　　　 5/11（日）13：00 天理観光ホテル 酒谷庄兵衛　 0743（62）0467
関東新人歓迎会　　　　　　 5/31（土）13：00 有明パナソニックセンター 東京オフィス　 03（5204）8611
大阪地区新人歓迎会 6/ 7（土）13：00 大阪キャッスルホテル内「錦城閣」 大阪オフィス 06（6201）3610
経営学研究会OB会情報交換会　 6/ 7（土）17：00 犬山館（愛知県） 村松正樹　 0564（51）9690
奈良県校友会総会　　　　　　　 6/14（土）14：30 奈良県新公会堂 吉野正史　 0744（26）6056
法学部同窓会　　　　　　　　　 6/29（日）14：00 虎ノ門パストラル 法学部事務室　 075（465）8175
ウリ同窓会　 6/29（日）16：00 ホテルグランヴィア京都　　 ウリ同総会事務局 075（315）3434
香川県校友会総会　　　　　　　 7/ 5（土）16：00 ホテルニューフロンティア 酒井成徳　 087（886）9527
神奈川県校友会総会　　　　　　 7/ 6（日）14：00 崎陽軒本店 長谷川貞栄　 045（929）6440
大阪校友会年次大会　　　　　　 7/11（金）18：30 南海サウスタワーホテル大阪 大阪オフィス　 06（6201）3610
全国校友大会　　　　　　　　　 11/8（土）17：00 ホテルグランヴィア京都 校友課　 075（465）8120

消　息
真枝俊雄氏（'66理工）
田中精密工業（株）専務
村中誠二氏（'69文）
マックスバリュ北海道（株）社長
中川　詔氏（'68理工）
高圧ガス工業（株）社長
江川隆生氏（'70経済）
兵庫県尼崎市収入役
芥川正次氏（'85経営）
滋賀県草津市長

訃　報
滝澤忠義氏（'45専工）
機友会中国支部会長。（株）
滝澤鉄工所相談役。2月4日
ご逝去。
高橋三郎氏（'50経済）
岩手県支部（現・岩手県校
友会）初代支部長。1月29
日ご逝去。82歳。

冷水良彦氏('52法)
奈良県校友会前会長。12月
19日ご逝去。
富澤健吾氏（'56経済）
岩手県校友会前会長。1月4
日ご逝去。72歳。
小谷　進氏（'67理工）
京都校友会副会長。（株）ユ
ーシン精機社長。12月14
日ご逝去。59歳。
福井　清氏
（本学名誉教授・元理工学部長）
12月3日ご逝去。91歳。
渡辺　明氏
（本学名誉教授・理工学部）
1月3日ご逝去。86歳。
畠山直隆氏
（本学名誉教授・元理工学部長）
1月31日ご逝去。81歳。
津田紀年氏
（'66院理・元理工学部助手）
2月15日ご逝去。62歳。

BOOKS

◆木下勇作氏('68経済)著

『如来が弁護してござる　暁
烏敏〈小説〉満之・涙骨…』

文 芸 社 ＊ 1 0 0 0 円

◆菅下清廣氏（'69経済）著

『株で儲かる人の30の約束』

中 経 出 版 ＊ 1 2 0 0 円

◆市川　明氏（'70法）著

『学校がおかしくなった! 一教員の
軌跡と感懐・三十年余の歩み』

かもがわ出版＊1900円

◆冨永公文氏（'79産社）著

『松下加兵衛と豊臣秀吉―
戦国・松下氏の系譜―』

東京図書出版会＊1429円

◆栢野克己氏（'82経営）共著

『小さな会社☆儲けのルール―ランチ
ェスター経営7つの成功戦略―』

フォレスト出版＊1400円

◆中島　愛氏（'97法）著

『歌集 ここではない、どこかへ』

不 識 書 院 ＊ 2 5 0 0 円

2003年度モニター募集

『りつめい』各号内容についてのア
ンケート調査にご協力いただきた
いと思います。
期間は2003年7月号（No.213
号）から1年間。
期間終了後粗品を進呈いたします。

葉書もしくはFAXに、住所・氏
名・卒年・学部・職業を明記の上、
5月9日（金）必着でご応募くださ
い。電子メール（アドレスは
alumni@st.ritsumei.ac.jp）での
応募も可能です。

〒603-8577 
立命館大学校友会
会報モニター募集係まで

校友消息（判明分）


